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序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす もの と期 待 されてい る。

今後、データベースの普及 により、わが国 において健全 な高度情 報化社会の形成 が期待 さ

れ る。 さらに海外 に対 して提供可能 なデータベ ースの整備 は、国際的 な情報化への貢献お

よび 自由な情報流通の確保の観点か らも必要であ る。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

てい るデータベ ースの 中でわが国独 自の ものは3割 にす ぎないのが現状であ り、 わが国デ

ータベースサービス ひいてはバ ランスある情報産 業の健全 な発展を図るためには、わが国

独 自のデータベースの構築およびデ ータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、デ ー

タベースの拡充を図 る必要がある。

このよ うな要請に応え るたあ、(財)デ ータベ ース振興 セ ンターでは日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金の交付を受 けて、デ ータベースの構築および技術開発 につ いて民間

企業、 団体等 に対 して委託事業を実施 してい る。 委託事業の 内容 は、社会的 、経済的、国

際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与す ると考え られてい るデ ータベ ー

スの構 築とデ ータベ ース作成の効率化、流通の促 進、利用の円滑 化、容易化 などに関係 し

た ソフ トウ ェア技術 ・ハー ドウ ェア技術であ る。

本事業の推進に当 って、 当財団 に学識経験者の方 々で構築 されるデ ータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「建築CAD用 拡張可能デ ータベースのプ ロ トタイプ作成 」は平成2年 度のデ ータ

ベース構築促進および技術開発促進事業 と して、 当財団が三菱電機㈱ に対 して委託実施 し

た課題 の一つである。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方 々や諸分野の皆様方

のお役 に立てば幸 いであ る。

なお、平成2年 度デ ータベースの構築促進および技術開発促進 事業で実施 した課題 は次

表の とお りであ る。
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1形 態学的コメン トを含む病理データベースのフィー

ジビリティ調査
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3AV/MARCの ための分類索引データベース構築

4気 候情報データベースの構築

5健 康の自己管理と病気予防データベースの構築

6シ ルバーエイ ジの実態及び生活に必要な情報のデー

タベース構築のための調査研究

7交 通事故調査データのデータベース化に関する調査

研究
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9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分折 ・提

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース

の構築

10ネ ッ トワーク化された地域情報データベースの有効

なマネジメ ントについての調査研究

11徳 島市中小商業振興データベースの構築

i2九 州地域の人材情報データベース構築
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築調査
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究

20建 築CAD用 拡張可 能 デー タベ ースの プ ロ トタイプ

作成

21先 進複合材 料デ ー タベ ース ・プ ロ トタイプの作成

22マ イク ロコ ンピュータの プ ログ ラマ ブル周辺デバ イ

スの デー タベ ー ス化

23書 誌 デー タベー ス用 ダイ ナ ミック ・シソーラスの可

能 性調査 と実 験

シャープ㈱

㈱オフィス総研

三菱電機㈱
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究開発協会

(社)日 本 システムハウス協会

㈱紀伊國屋書店
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1.本 委託開発の概要

1.1本 委託開発の背景 と 目的

技術 情報や ノウハ ウの共有化、標 準化、蓄積を 目的と してい るCAD/CAM応 用 シス

テムは、一般機械設計 に限 らず、 自動車、航空機、更に建築分野やVLSIに 代表 され る

エ レク トロニ クス分野 において も実用化 されてい る。

適用分 野の広 が りに伴い、 システムに対す る要求の多様化、複雑化に対処す るたあの柔

軟かつ効 果的な開発技法や要素 技術の研究 ・開発が待たれてい る。

設計対象のモデ リング手法 やそれ らの 内部表現が性能を左右す るCADシ ステムにおい

ては、特 にデ ータベースに対す る要求が増加 してきている。

建築CADシ ステムを例 に した場合、そのデータベニ スは、建築物 の形状デ ータと設計

・管理情報 と しての属性データとを統合管理す ることや、形状の追加、 削除ミ詳細化に伴

いデータベースの構造を頻繁 に変更で きることが必要となる。

本委託開発の 目的 は、

・ 形状デ ータと属性デ ータの統 合管理機能

・ 階層的デ ータベース構造の拡張 機能

・ 建築 レイアウ ト図の表示機能

を特長 とす る建築CAD用 拡張可能データベースのプ ロ トタイプを作成 し、建築CADデ

ータベースに対す る適用性を検討す ることである
。

利用分野 と しては、建築CADを 想定 しているが、機能の実現 に際 して は、拡張可能デ

ータベ ースや オブジェク ト指 向デ ータベース等の研究成果を鑑みつつ
、建築CAD特 有の

もので はな く、広 く、エ ンジニア リングあるいはオフ ィス ・オー トメー シ ョン用のデータ

ベースへの適用を 目指す方針 と した。

一1一



本委託開発 においては、形状デ ータと属性デ ータを統合す るため、デ ータベース ・スキ

ーマ定義言語 とデ ータベース操作言語を設計 し、それ らの プ ロ トタイプ システ ムの試作 を

以下の2つ の作業 フ ェーズに分けて行 った。

(1)方 式検討 ・詳細設計

方式検討 フ ェーズにおいては、

・ 形状 データと属性デ ータの統合管理機能

・ 階層的デ ータベース構造の拡張機能

・ 建築 レイアウ ト図の表示機 能

の実現 を目標 に、

・ デ ータベーススキーマ定義 言語の仕様検討

・ デ ータベース操作言語の仕様検討

・ ユーザ イ ンタフェース機能の仕様検討

を中心 と した設計作業を行 った。

② プ ロ トタイプ システムの製作

(1)で得 られた結果を もとに、実用化への知見を得 るたあ プ ロ トタイプ システムの製作

を行 った。

2章 においては、拡張可能デ ータベースの設計作業 と して実施 した、機能要件の明確化

、デ ータベ ーススキーマ定義言語やデ ータベース操作言語 の構成、更 にユ ーザ イ ンタフ ェ

ース機能 に関す る検討結果を記述す る。

3章 において は、本 システムが対象 としてい る建築CAD用 システムのデ ータ構成(属

性データ及び形状デ ータ中心)や それ らのスキ ーマ定義言語 による記述例について記述す

る。

4章 においては、作成 したプロ トタイプ システムの概要 、開発環境 とハ ー ドウ ェア構成

やソフ トウ ェア構成、実現方式 について述べ る。

5章 においては、本 システムの実行方法 を記 述す る。最後 に、6章 にお いて、今後 の課

題 と展望を述べ る。
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1.2本 委託開発の作業概要

本委託 開発におけ る拡張可能データベ ースのアーキテ クチ ャを図1-1に 示す。

表示端末

ユーザ

インタフ

ェース

D

B

M

S

t

建 築 レ イ ア ウ ト図 表 示 機 能

デ ー タ 統 合 デ ー タ 構 造

管 理 機 能 拡 張 機 能

デ ータベース操作言語

DML

デ ー タベ ー ス ス キ ーマ

定義言語

DSDL

形 状 デ ー タ 属 性 デ ー タ

記 憶 バ ッ フ ァ

オ ペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ム

1

二次記憶装置

図1-1拡 張 可 能 デ ー タベ ー スの アー キ テ ク チ ャ
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2.拡 張可能デ ータベースの設計

2.1拡 張可能デー タベースの機能要件

本委託作業においては、

・ 形状データと属性データの統合管理機能

・ 階層的データベース構造の拡張機能

・ 建築 レイア ウ ト図の表示機 能

の実現を 目標 と してい る。以下、各実現機能毎 に機 能要件の明確化を試み る。

(1)形 状データ と属性デ ータの統合管理機能

従来、主な るデ ータベースの適用分野であ った事務処理において用い られ るデ ータの構

造 は、文字や数字 とい った比較的構造 を持た ない ものであ った。 しか し、CAD分 野 に留

ま らずOAの 分野 において も、複雑な構造 を有す るデ ータの取扱が要求 され、 形状デ ータ

と属性データを統合 して扱 う機能が必須 とな りつつ ある。 マルチメデ ィア化は、 こうした

動きを さらに加速す ると考え られる。 これまでに、形状 データと属性デ ータの階層的表現

とそれ らの統合方 法を開発す る試みが い くつかな されてきている。

図2-1は 、建築 レイアウ ト図を表現す るたあの形状デ ータと属性データを統合 した例

であ る。

バ 鳥]二一
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■

●

図2-1形 状 データと属性デ ータの統合例
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本 システムにおいて も、何 らかの形で、建築 レイアウ ト図を表現す るための形状デ ータ

と属性デ ータを統合す る必要があ る。

統合の 内容 ・範囲 についての設定 は、い くつかの レベルが想定 されるが、統合、管理機

能 に対す る要件 と して は、形状(図 形デ ータ)か ら属性(文 字デ ータ)を 参照でき、 さら

に、属性か ら形状を参照で きることを 目指す もの とす る。

(2)断 層的デ ータ構造の拡張機能

CADやOAに お けるデータは、一度に完全な形でデ ータベ ースに入力 され るわけでは

ない。例えば、建築 レイア ウ ト図の場合、一本のエ ッジ(線 分)か ら始 まり、徐 々にレイ

アウ ト図が作 られてい く。 エ ッジは"壁"に 対応 し、エ ッジによ って 囲まれた領域 は"部

屋"に 対応す る。 このよ うに、 レイアウ ト図が作 られてゆ く過程 で、建築オブジ ェク トの

階層構造を形成 しなければな らない。図2-2は 、 このよ うな要求 に答え るたあ に開発 し

た形状モデ ルの例を示 している。

建築レイアウト図の例

Ll

nilnil

L4'

nil

L3

nlnit

L6

nl1

L5

nilnit

レイアウト図を表現するデータ構造の例

図2-2 形状モデル表現のためのデータ構造例
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今 回の委託開発 において も、境界表現(BoundaryRepresentaion)モ デ ルを操作す る一

連の コマ ン ドを、上記α)の機能を基盤 と して作成す る必要がある。

具体的には、建 築CADに お ける階 層構造の定義 に際 して、

・ 新 しい クラスが定 義で きる。

・ クラス間の関係が リンクと して定 義できる。

・ クラスの定義変更を動的(ス キ ーマ変更後 、デ ータベースの再構築 を 自動的に

行 う。)に 行え る。

等 の機能を実現す ることによ り、論 理デ ータに対す る拡張可能性を実現す ることを目指

す 。

③ 建築 レイアウ ト図の表示機能

(1)、(2)で述べ た"建 築CAD用 拡張可能デ ータベース"の 内容を確認す るために、建築

レイアウ ト図の図形表示機能が必要 とな る。

表示 内容 は、マ ンションを対象と した、2次 元の建築 レイアウ ト図であ り、不動産分野

のデ ータベース構造に関す る設定の確認が可能 なもの とす る。

表示機能の実現 にあた って、論理的な視点(ユ ーザが操作す る視点)と 物理的な視点(

デ ータベース内部の構造)か ら以下の要件が設定 された。

① 論理的な視点

・ マ ンシ ョン物件全体を表示できる。

・ 物件 内の部屋毎 に表示ができる。

・ 壁単位 に表示ができる。

② 物理的な視点

・ ク ラス名、及び、 オブ ジェク ト名(ID)で 決定 され るイ ンスタ ンス単位 に

格納 されている情報 内容を表示で きる。

・ データベースを構成 してい る、イ ンスタ ンス自身 と他の インスタ ンスをつ な

ぐリンク、及びその リンクによ ってつながれた他の インス タ ンス全体の情報を

併せて表示で きる。
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2,2デ ー タ ベ ー ス ス キ ー マ定 義言 語の 構 成

データベ ースと して の仕様、および対象となるマ ンシ ョンデ ータの検討 ・モデ ル化の結

果よ り、スキーマ定義 言語 としての機能要件を策定 し仕様を検討 した。以下、 その経緯 と

結果 について説 明す る。

2.2.1ス キーマ定義言語の仕様検討

基本構造 につい ては、以下の2つ の案が検討 された。

①C言 語(以 下Cと 記す)の ライブラ リレベル。スキーマとCの プ ログ ラムは

同 じレベ ルであ り、スキーマの変更はプログラムの再 コンパ イルによる方法。

② スキ ーマ作成モ ジュールを作成 し、 スキーマを別途作成 させ る。

一 方、 プログラムとデ ータ独立の観点か ら、スキ ーマのダイナ ミックな変更 に対す

るデ ータベ ースの完全性 につ いての検討を行 った。

オブジ ェク ト指 向の反映形態 ・レベル(ク ラス定義、継承、etc)に ついては、

仕様 レベル、およ びイ ンプ リメ ンテーシ ョンレベル各々場面 において、 どの程度 「オ

ブ ジェク ト指向」の概念を反映 させるかの検討を行 った。

(1)仕 様検討の経 緯

スキーマはデータベ ースの論理構造を決定付 けるものであ るが、 このスキーマを どの様

な位置づ けとす るかは、以下の考 え方があ る。

① プログラムの 中に直接記述す る。

② スキーマをCのtypedefと して宣言 し、プ ログ ラムの コ ンパ イル,リ ンクによ り

スキーマのア ップデー トを行 う。

③ スキーマを フ ァイル として独立 させ、 スキーマを処理す るモ ジュールを別途用意

す る。

① は拡張性 がま った くないため、拡張可能デ ータベースの スキ ーマと して は検討の対

象外であ る。

② はスキーマをCの 構造体 と して定義する方法で ある。 したが って、 スキーマの文法

はCに 準拠 し、 スキ ーマの解釈および作成 はCの プ リプ ロセ ッサおよび コ ンパイ ラに

よ って行われる。 この方法で は、解釈系および生成系を作成す る必要がないが、スキ

ーマの変更 はデ ー タベース システムその ものの再 コ ンパ イル
、 リンクにつなが る。 ま

たCの 複雑 な文 法規約をスキーマ作成者に要求す ることとなるうえ、Cが 提供 してい
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るあ らゆるデータタイプを許す こととなるので、デ ータベース と して は不必要 なデー

タタイプに対す る対応を行 う必要 が生 じる。 スキーマの変更が多発 しないので あれば

システムと しての有為性があ るが、プ ロ トタイプ システムの様 にスキーマ変更が頻繁

に行われるようなシステムには適 さない。

③ はスキーマ定義のための文法を用意 し、その文法 に従 って記述 したスキーマフ ァイ

ルを解釈す る処理系を用意す る方法である。スキーマ処理系を用意 しなければな らな

い分 システムとしては複雑 とな るが、スキーマ変更に対す る システムの再 コ ンパイル

および リンクは不要のたあ、拡張 は容易である(デ ータベースの完 全性 の保証は別の

問題で ある。スキーマ変更 に対す るデ ータベース再構 築に関 しては2.2.1.2

データベースの完全性 にて述べ る)。 また、文法は対象デ ー タベ ースを構築す るう

えで最低限度の ものを用意すれ ばよいので、今 回のよ うなプ ロ トタイプ作成 に適 して

い る。 アプ リケーション(デ ータベースを使用す る側)か らの要請 により文法を拡張

す る必 要が生 じた場合で も、あ る程度の範囲であれば、 スキ ーマ処理系のみの拡張を

お こなえぱよい。

以上のような検討の結果、本プ ロイ トタイプにおいて は③の スキーマフ ァイルによ

り定義す る方法を採用 した。ただ し、スキーマの文法 と して は

・クラスの定義

・親 クラスの定義

・クラスの メンバ(属 性)の 定義

を行 うのみ とした、通常のスキーマ定義言語が提供 してい るよ うな、探索キーの設定

や親子集合の定義などはスキーマ定義言語 としては特 に用意 しない。必要があれば各

クラスの属性 としてキーを定義 した り、 オブジェク ト間 に論理的 な名前付で リンクを

はることによ り関係の あるオブ ジェク トを集合 として あつか うことができる機能を コ

マ ン ド(デ ータベース操作言語)と して用意 した。 この よ うな方式を採用す ることに

よりデ ータベースとして充分な拡張性を確保 しつつ、スキーマ処理系の負荷を軽減 さ

せた。

(2)デ ータベースの完全性

(1)で述べたよ うに、本 プロ トタイプにおいてはスキーマフ ァイルの変更 によりデータベ

ースの拡張を行 うことがで きる
。 スキ ーマフ ァイルが変更 された場 合、 既存のデ ータ(オ

ブ ジェク ト)に 対 して も、新 スキーマに適合す るよ うにデ ータを更新 す る必要が生 じる。

これをデータベースの再構築 と呼ぶが、デ ータベース としての完全性 を保持 した うえでデ

ータベースの再構築を実行す るの は困難である。従 って、スキーマ変更 に対 してある程度
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の制約を もうけ、その範囲 内であるな らばデータベースの完全性を保証 して再構築を行え

る ことを 目標と した。

ここで、(1)で述べた文法を有す るスキーマに対す る変更要件 としては以下の ものが考え

られ る。

① 新規 クラスの追加

②

③

④

⑤

⑥

⑦

クラスの削除

クラス名称 の変更

クラスの親 クラス(ス ーパークラス)の 変更

クラスの メ ンバの追加

クラスの メ ンバの削除

クラスの メ ンバの変更

これ らの変更 に対 して、データベースの完全性 を保証す るたあ には以下の操作が必要で

あ る。

① は既存の他の クラスには影響を与えないため、問題はない。

② は削除対象 のク ラスに属す るオブジェク トが全て削除 され る。 さ らに、削除 されたオ

ブジ ェク トに論理的 に リンク付け られたオブジ ェク トにつ いては、その リンク関係 を白

紙化す る必要があ る。 また、該当クラスをスーパー クラスと して定義 しているク ラスに

関 しては、

(i)ス ーパ ークラスの定義を無効 にす る(ス ーパ ーク ラスが存在 しない))

(ii)ス ーパ ークラスの削除時に同時に子 クラスを全て削除す る。

のいずれかの処理 をお こなわ なければな らない。

子 クラスは、(3)オ ブ ジェク ト指向の反映形態 で述べ るよ うに、 スーパ ークラスの メ

ンバ(属 性)を 全て継承す るので、(i)の 方式の場合、該当 クラスの全てのオブ ジェク

トか らスーパークラスの属性を削除 しなければ な らないの でかな り困難であ る。

(ii)の 方式 は、処 理 と しては1つ のクラスの削除 と同様の処理を繰 り返すのみ である

ので比較的単純であ るが、利用者側と しては予期せぬ クラスが削除 されるので注意 が必

要である。逆にいえ ば、利用者が配慮 して使用すれば問題は生 じない。

以上か ら、②を サポー トす るとした ら、(ii)の 方式が妥当である。

③ ク ラス名称の変更 はク ラスに所属する全ての オブジェク トおよびスーパ ークラスを指

定 している全ての子 クラスに影響す る。 さらにクラスの識別を行 う唯一のキーであ るの

で これを変更すると もとの クラスとの同一性を認識で きないので クラス名の変 更は全 く

別の クラスができる(前 の クラスのインスタンスは全て消滅す る)こ とを意味す る。
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④ スーパ ークラスの変更は、基本的 には② と同 じ問題が発生 し、該 当オブジェク ト全て

のスーパ ークラスか ら引き継 いだ属性 を削除 し、新たな クラスか ら引き継いだ属性を設

定 しなければな らない。 これは② 同様 困難であ る。

⑤ 及び⑥ はクラスのメ ンバの追 加 ・削除は、各オブジェク トに新 メ ンバ用の領域を確保

す るかデ ータごと削除す るのみであ るか ら、比較的容易であ る。

⑦ クラスのメンバが変更 にな った場合、特 にデ ータ長が変わ るよ うな変更の場合 に、格

納 されているデータその ものを どうす るか(新 しい型 に合わせて変更す るか、デ ータそ

の ものを削除す るか)が 問題 とな る。

以上の検討か ら、③④⑦ を除 く変更 な らばデータベースの安全性が保証で きる仕様 と し

た。

③ オブジ ェク ト指向の反映

本 プロ トタイプにおいて、 オブジ ェク ト指向の概念をど こまで反映 させ るかについての

検討 をお こな った。 オブジェク ト指 向を特徴づける考え方 と して、 ク ラス定義や継承 など

の概 念が あるがこれ らを どの様に反映 させ るかにつ いて述べ る。 なお、 この検討結果 は

2.3デ ータベース操作言語の構 成検討に もそのままあてはま る。

① データ単位としての オブジ ェク ト

デ ータの単位 として、 リレー ショナルデ ータベースにお けるレコー ドの代わ りにオブ ジ

ェク トとい う単位でデ ータを表現す る ことを検討 した。オブジ ェク トはイ ンス タンス変数

の値 によ り一意 に識別 され、そのイ ンスタ ンス変数 はクラス定義 においで定義 され る。 こ

の インスタ ンス変数の定義にデ ータ型の概念を導入す ることで、デー タベースと して、様

々なデ ータタイプを扱 うことが可能 とな る。 この考え方 は リレー シ ョナ ルデータベースに

おけるレコー ドの概念 と比較的近い うえ、後述の クラス階層や継承の概念を導入す ること

でデ ータの表現を簡略化す る ことがで きる。結合、分離などの関係演算 もメソ ッ ドの記述

によ り実現することは可能であ る。

② ク ラスと階層

デ ータ型を定義す るレコー ド型 に相 当す るもの としてク ラスを考え る。 クラス定義は上

位 クラスの指定 とインスタ ンス変数の定義 とか らなる。 レコー ド型 で もレコー ド型間の関

係 を定義す ることは可能であ ったが、 内部のデ ータ型を共有 した り、継承 した りす ること

はできない。 クラス定義 においては、上位 クラスとして指定 した クラスの インスタ ンス変

数は 自動的 にすべて継承 され るので、各 クラスの定義が簡略化 され る。
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2.2.2ス キ ーマ定 義 言語 の 文 法

スキーマ定義言語 とは、本プ ロ トタイプで使用するオブジ ェク トのデ ータ型を定義す る

ための言語である。 ここで、スキーマとは各 オブジェク トの型を規定す るクラス定義の集

ま りで あり、 この スキーマ定義言語によ って クラス定義を記述 しているフ ァイルをスキー

マ ファイルとよぷ。

(1)構 成

クラスの記述はschema命 令、super命 令、member命 令の組み合わせで記述 され る。各 命

令の出現順序は この順序で なけれ ばな らない。1命 令は1行(80文 字)以 内に記述 しな け

ればな らず、1行 の最後には必ず改行 コー ドを挿入 しなければな らない。また、行頭が#

で始 まる行又は各行の#以 降はコメン トと して無 視 される。

(2)schema命 令

〔機 能 〕

この 命令 は、1つ の ク ラス型 ごと に最 初 に与 え る命 令 で 、 この 中 で ク ラス型 の 定 義 を 行

う。 この命 令 に 引 き続 き、super命 令 、member命 令 に よ り、 各 ク ラス のidentityを 定 義す

る。

〔書 式 〕

schemaschemaname

〔備 考 〕

schema _nameは 全 ク ラスを 通 じて一 意 で な け れ ば な らな い 。 文 字数 は14文 字以 内 とす

る。

(3)super命 令

〔機 能 〕

この 命 令 は、1つ の ク ラスに対 す る上位 クラ スを定 義 す る もので 、schema命 令 に 引 き続

い て記 述 す る。 上 位 ク ラ スは必 ず 定 義 しな くて はな らな い。 ま た、super命 令 は1つ のsc

hema命 令の 後 に複 数 記 述 す る ことが で き る。

また 、す べ て の ク ラス のsuperク ラス と してrootク ラス が用 意 され て い る。rootク ラス
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に は、 デ ー タベ ース 管理 のた め の イ ンス タ ンス 変 数 が 定 義 され て お り、 ス キ ーマ定 義 フ ァ

イ ルの 中で 最低1つ のschemaのsupere命 令でrootク ラス が指 定 され て い な くて は な らな

い。 これ によ り、 全 ての ク ラスにデ ー タ ベ ー ス管 理 の た め の イ ンス タ ンス変 数 が 継 承 され

る。rootschemaに 属す るイ ンス タ ンス 変数 は2.3で 述べ る デ ー タベ ー ス操 作 言語 で

は 操イ乍す る こ とはで きな い。

〔書 式 〕

SUpersUper_name

〔備考〕

super _nameは この命令が記述 され るより前にschema命 令で記述 されていなければな

らない。 スーパー クラスの宣言がループ してはな らないが、複数の ク ラスが同一のクラス

を スーパー クラス として宣言す ることはで きる。

(4)member命 令

〔機能〕

この命令 は、schema命 令、super命 令 に引き続 き記述 し、schema命 令内部で使用 され る

属性(イ ンスタンス変数、つま りオブジ ェク ト内部で使用 され る関数)を 定義す る。存在

しない場合 は定義は不用であり、 また1つ のschema命 令に対 して複数のmember命 令を記述

す ることができる。

また、一般的なオブジ ェク ト指向パ ラダイムにおいて、イ ンスタ ンス変数 と して要求 さ

れ るような内部データ的な項 目(ポ イ ンタなど)は 本 スキーマで は記 述 しない(あ くまで

デ ータベ ースの概念スキーマであ る)。 この よ うな項 目はrootschemaに おいて記述 し、

各 クラスに継承 され る。

〔書 式 〕

membertypevariable _name[initial_value]

〔備 考 〕

typeは 変数 の 型名 で あ り、 以 下 の い ず れ か を指 定 す る。

1)char[バ イ ト数]

2)short

3)cshort
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4)long

5)clong

6)float

7)double

8)binary[ノ ペイ ト数]

cshort、clongは 内 容的 に はデ ータの格 納 形 式 と して は それ ぞ れshort、longと 同一 で

あ るが、 表 示 時 に3桁 ごと に カ ンマが 表示 され る。

variable _hameは14文 字 以 内で 、 この ク ラス定 義の なか で 一 意 の もの で な け れ ば な ら

な い(別 の ク ラスの イ ンス タ ンス変 数 との重 複 は許 され る)。 又 、memberの 変 数 名 と して

漢 字(EUC漢 字 コ ー ドで あ る こ と)を 使用 す る ことが で き る。

オ ブ ジ ェク ト間 の リ ンクを 表 現す るポ イ ンタ は スキ ー マ と して は表 現 され な い 。 ス キ ー

マの イ ンタ プ リタ に よ り、 リン ク用 ポイ ンタの格 納 場所(rootschemaに て 定 義 され る)は

リンクが 発 生 す る度 に ダ イナ ミック に生 成 され る。

ク ラ ス 内の イ ンス タ ンス変 数 は全 て固 定 長 であ る。 さ らに、 これ らはハ ー フ ワ ー ドバ ウ

ンダ リを 遵 守 しな けれ ば な らい。
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2.3デ ータベース操作言語の構成検討

2.3.1実 現方式の検討

デ ータベ ース操作言語の利用形式 は以下の3つ の形式が考え られ る。

(1)'ラ イブ ラリ形式

C言 語等 に リンクす る ライブ ラ リ形式で実現 し、上位の アプ リケ ーシ ョンプ ログ ラム

(CADな ど)よ り呼び出す形態で利用す る形式。

(2)コ マ ン ド形式

コマ ン ドレベルでユーザが インタ ラクテ ィブに指示 ・操作す ることによ り利 用する形

式。

③ 混合形式

(1)、(2)を組 み合わせて利用す る形式。

本プ ロ トタイプでは、デ ータベース定義言語お よびデ ータベース操作言語 に対す る検討

を 目的と してい る。 したが って、デ ータベース管理 システ ムとしての有為性 とアプ リケ ー

ション(デ ータベ ース管理 システム自体 もアプ リケー ションの1つ と考え るな らば)に 組

み込む場合の有為性を考 える必要が あ る。そ こで、本 プ ロ トタイプにお いてはアプ リケー

シ ョンとしてデ ータベース管理 システムを想定 し、ユーザ イ ンタフェースを一般 のC言 語

で記述 し、デ ータベース操作の為の関数を ライブラ リとして独立 させた。 これによ り、デ

ータベース操作言語 と しての有為性 とデータベ ースシステムと しての有 為性の双方を検証

す ることができ る。
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2.3.2実 現機能の種類検討

実現機能の種類検討に際 しては、図2-3の 機能分類 ・作成範囲を対象に作業を進め

た 。

機能大分類 機能中分類 機能小分類

属性 ・形状の統合 属性/形 状イ ンスタ ンス リンクの A・U・D・S

拡張性 イ ンスタ ンスが動的 に A・U・D・S

リンク付 けが動的 に A・U・D・S

物理 リンク A・U・D・S

論理 リンク A・U・D・S

スキ ーマが動的に A・U・D・S

基本型の組合せ A・U・D・S

定義型の組合せ A・U・D・S

メソッ ドが動的 に A・U・D・S

変数宣言

Sequence

ifelse

dowhile

関数

入出力 図形表示 初期化 ・表示

DBフ ァ イル 初期化 ・入 出力

OP(ロ グ)フ ァ イル 初期化 ・入出力

注)A:追 加

u:変 更

D:削 除

S:検 索

図2-3機 能分類 ・作成 の検討範囲
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2.3.3実 現機能の範囲 ・レベルの検討

本委託作業で実現する機能の範囲 ・レベルに対す る検討の結果、以 下の機 能群を実現す

る こととした。

・ 属性 ・形状の統合が可能

・ 新 しい クラスが定義できる。

・ イ ンスタ ンスが動的 に作成 できる。

・ クラス間の関係が リンクと して定義できる。

・ リンク付けが動的にできる。

・ クラスの定義変更を動的(ス キーマ変更後 、デ ータベースの再構築 を 自動的 に

行 う。)に 行える。

(1)属 性 ・形状の統合機能

拡張可能デ ータベースの機能要件と して、属性(一 般デ ータ)と 形状(幾 何デ ータ)の

両方を統合 して扱 うことがあげ られた。属性デ ータと形状データを統合す るため には、両

者で共通の部分 と異なる部分を明確に区分 けす る必要が ある。 これにつ いて は、2.2

スキ ーマ定 義言語の構成検討 の節で述べたよ うに、共通の部分を親 クラスのイ ンスタ ン

ス変数 として記述 し、属性、形状をその子 クラスと して定義す ることで、統合機能につい

ては親 クラスの機能を継承 し、属性 ・形状固有の機能については各 クラスで定義す ること

で実現で きる。

(1)-a属 性 ・形状 インスタ ンス リンクの追加定義 ・変更 ・削除 ・検索

リンクに関 して は、属性 ・形状の クラスでな く、2.2で のべたrootク ラス(全 ての ク

ラスに共通 の親 クラス)に おいて定義 された変数を使用す る。 したが って、属性 ・形状の

区別 な くリンク操作を行 うことができる。

追加定義 に関 しては、 インスタンスを リンクす るための領域をrootク ラスの インスタ ン

ス変数と して用意することで実現でき る。 この とき、

・リンクで きるイ ンスタンス数の上限

・1つ のイ ンスタンスが リンクで きる リンクの種類の上 限

が問題 とな る。

イ ンスタ ンスの数に関 しては、CODASYし 型のデー タベースに用い られた様 な リンクの メ

ンバ 間で リンクポインタを保持す る(各 メンバが次の メンバへの ポイ ンタを持つ)こ とで

(メ モ リ等物理的な制約を除けば)上 限 は存在 しない。 リンク種類の数 に関 しては、同様

に リンクの種類 ごとに リンクポインタを もつ ことで上限をな くす ことが できるが インスタ
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ンス と リンクで双方を リンクポイ ンタによ り実現するの はかなり複雑 な処理 とな り、かつ

必要性 はあま りない と考え、 リンクの種類 には上限を設 け、あ らか じめそのたあの領域を

確保す る方式で実現す ることと した。

変更 ・削除機能 に関 して も、上で述べたよ うな リンクのメカニズムによ り実現す ること

ができる。

検索機能 は リンクの論理名を指定す ることでその リンクに属す るメンバを 検索す ること

がで きる。

(2)拡 張性

(2)-aイ ンスタ ンスの動的な追加定義 ・変更 ・削除検索

イ ンスタ ンスの動的 な生成 は、スキーマ ファイルによ って定義 された ク ラスの イ ンス タ

ンス変数を もつ領域を動的に確保す ることで実現することができる。 この領域は各イ ンス

タ ンスごとに独立 にとられ、かつその大き さは(ス キーマの動的 な変更が行われない限 り

)固 定であ るのでその領域の先頭ポインタのみ管理 していれ ばよい。

動的なデータ変更 は この先頭ポインタか ら始 まる固定長領域に対す るデータ変更を行え

ばよい。

削除は この先頭 ポイ ンタで示 され る領域を解放す るの はもちろんで あるが、 リンクによ

り関係づ け られ たイ ンスタンスの リンク情報を修正す る必要がある。以下の ような処理を

行 う必要があ る。

・自分を親 とす る リンクに属するイ ンスタ ンスの該当 リンクに関す る リンク情報の削除

・自分を子 とす る リンクに属するインスタンスの該当 リンクに関す る リンク情 報の修正

(該当 インスタ ンスをバ イパスす る)

検索 は クラスに定義 された インスタンス変数 の値により検索す る機 能のみ実現す る。 し

たが って、 イ ンスタ ンス変数を規定す るたあの ク ラスを指定 しなければな らない。 これは

検索の対象 となるク ラスの変数のみ しか検索条件 として指定できない ことを意味す る。そ

こで、検索の機能を拡張 し検索対象 のクラスと、検索条件の インスタ ンス変数が定義 され

る クラス とは異な っていて も可 とす ることと した。ただ し、検索条件の定義 され るク ラス

のイ ンスタ ンスと検索対 象の クラスの インスタンスとが何 らかの リンクにより関係付 けら

れていなければ検索す る ことはできない。 この拡張 によ り、 「広 さxxm2以 上の台所があ

る物件 」とい った検索が可能になる。

(2)-bリ ン ク付 けが 動 的 に追加 定 義 ・変 更 ・削除 ・検 索

(1)で述 べ た よ うな メ カ ニ ズ ムに よ り実 現 で き る。
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(2)-cス キーマが動的 に追加定義 ・変更 ・削除 ・検索

スキーマの動的な変更(追 加定義、変更、削除)は 必然的に既存のデ ータベ ースの再構

築を伴 う。その場合に整合性を保 ちつつ再構築す る必要があるので若干 の制約が生 じる。

これ らの詳細につ いては、2.2.1.2デ ータベースの完全性の項ですで に述べた。

追 加定義 は新 たなクラスが増え るのみであ るため、既存の インスタンスには影響を与え

ないため問題はないが、追加定義か削除かを判定す ることが困難なため、追加定義の場合

もデータベースの再構築を行 う。

変更に対 して は、特 にデータの大 きさや型が変更 されるため、既存のデ ータを保持す る

ことは困難である。従 って、スキーマの動的な変更に対す るデ ータベースの完全性は保証

されない。

削除 はデ ータその もの も削除 され ることを除 けば問題がない。

また、 スキ ーマはスキーマフ ァイルにテキス トと して記述す るため、スキーマの変更は

エデ ィタにて行われる。 さらに、検索はエデ ィタを開 いた うえでのエデ ィタの機能 によ り

代替する。

スキーマの記述は2.2.3で 述べた文法 に従 って記述す る。スキーマの メンバの型

と して他のスキーマ型を使用す る 「定義型の組合せ」は、スキーマのイ ンタプ リタ(再 構

築)を2パ ス以上 にす る必要があるたあ、今 回は行わないことと した。

(2)-dメ ソ ッ ドが動的に追加定義 ・変更 ・削除 ・検索

メソ ッ ドはメソッ ドをハ ン ドリングす る 「メソ ッ ドインタプ リタ」が必要 となる。 スキ

ーマのイ ンタプ リタはデータの組み直 しのみであ ったが、 こちらはメソ ッ ドを解釈実行す

ることが要求 されるためプ ログラムと して もかな り大 きな もの とな るので、今回は行わな

いことと した。

③ 入出力

③－a図 形表示の初期化 ・表示

図形表示 に関 しては、属性の表示 とは別 のコマ ン ドを設けた。 当初 は、属性表示 ・図形

表示を 同一 コマ ン ドとし、属性オ ブジ ェク トは属性 の表示、形状オブジ ェク トは図形の と

自動的 に切 り換えることも検討 されたが、図形 オブジェク トも何 らかの属性デー タを もつ

ため これ らの表示の ことも考慮 して別 コマ ン ドと した。

⑧－bDBフ ァイルの初期化 ・入力 ・出力

デ ータベースの初期化はコマ ン ドと しては危 険なコマ ン ドであ るため、主記憶上のデ ー

タベースを初期化す る機能 にとどめた。 この後 にセーブする ことにより本当 にデ一夕ベ一
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スが初期化 され る。

入力 はデ ータベースのオープ ンによ り行 うが、管理を簡略化す るため に同時 にオープ ン

でき るデ ータベースはただ1つ のみと した。また、 クローズコマン ドによりセーブされ る

が、 それ とは別 にイ ンスタ ンス ごとにセ ーブす る機能を設 けた。

(3)-cOPフ ァイル

OPフ ァイルか らコマ ン ドを読み こんで実行す る機能 はOPフ ァイルを解釈 して実行す る処

理が必要 とな るため、今回は実現 しない。

(3)-dOPロ グフ ァイル

OPロ グフ ァイルは、全ての コマ ン ド(引 数を含む)と その実行結果(シ ステムよりテキ

ス トベースで リアクションのあ った もの)を フ ァイルと して保持す る機能 とした。 さ らに

実行結果 には行頭に#を つ けることで コマ ン ド入力と区別 し、OPフ ァイル実行が可能 とな

った時のための余地を残 した。また、初期化 コマ ン ドまたは ファイルが一定の大き さとな

った時 に 自動 的に ログフ ァイルのバ ックア ップに コピー されて初期化 され る機能を用意

た。
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2.3.4実 現機能の概要

機 能要件か ら必要 とされた コマ ン ドの定義 とその機能、実現範囲、制限事項 について記

述す る。各 コマ ン ドの実現方式の詳細は4.5で 述べ る。なお、本プ ロ トタイプを起動す

るコマ ン ドは含まれていない。

〔コマ ン ド名 〕

dbexit

〔シンタ ックス 〕

dbexit

〔引数 〕

な し

〔意味 〕

デ ー タ ベ ース 機 能 の終 了

〔コマ ン ド名 〕

dbinit

〔シ ンタ ックス 〕

dbinit

〔引数 〕

な し

〔意味 〕

主 記 憶 上 のデ ー タ ベ ース を初 期 化 す る。 フ ァイ ル上 の 初期 化 を行 うた あ に は本

コマ ン ドの 実行 後 、dbcolseを 行 わ な け れ ば な らな い。

〔コ マ ン ド名 〕

dbopen
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〔シ ンタ ックス 〕

dbopendbname

〔引数 〕

dbname(デ ー タベ ース 名称)

〔意 味 〕

デ ー タ ベ ー ス を オ ープ ンす る

〔備 考 〕

同時 にopenで き るデ ー タ ベ ース は1つ だ けで あ る。

〔コマ ン ド名 〕

dbclose

〔シ ンタ ックス 〕

dbclosedbname

〔引数 〕

dbnarne(デ ー タベ ー ス名 称)

〔意 味 〕

デ ー タベ ー ス を ク ローズ す る

〔備 考 〕

openさ れ て い ない デ ー タ ベ ー スを指 定 した 場合 は エ ラ ー とな る

〔コ マ ン ド名 〕

objcreate

〔シ ン タ ッ ク ス 〕

objcreatelass _nameobject_name

〔引 数 〕

class _name(ク ラ ス 名)

object_name(イ ン ス タ ン ス 名)
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〔戻 り値〕

イ ンスタ ンスのID

〔意味 〕

指定 クラスの インスタ ンスを生成す る。

イ ンスタ ンス変数およびイ ンスタ ンスの リンク付けば別 コマ ン ドで設定す る。

〔備考〕

イ ンスタ ンスに対 しては、ガ ーべ ージコレク ションは行わない。つま り、生成

した インスタ ンスは陽 に削除 しない限 り消滅 しない。

〔コ マ ン ド名 〕

objdelelte

〔シ ン タ ック ス 〕

objdeleteclassnameobject

〔引 数 〕

class _name(ク ラ ス 名)

object _name(イ ン ス タ ン ス 名)

〔意 味 〕
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指定 インス タ ンスを削除する。 リンクづ けられたイ ンスタ ンスが存在す る場合

その関係 を削除す る。 リンクづけ られた イ ンスタ ンスか らさらに別の イ ンスタ ン

スに リンクしていて もそのイ ンスタ ンスには影響 しない。本 コマ ン ドの実行 によ

り、表示 されているインスタ ンスに も自動的に再描画がかか る。 また、削除でき

るインスタ ンスと して正規表現(*,?)を 利用で きる。

〔コマ ン ド名 〕

objse1

〔シ ンタ ックス 〕

objselclassnameclass(link)namemodecondition

〔引数 〕

claSS _name(検 索 条件 を 設定 す る ク ラス名)

class(LnkLname(検 索 対 象 とな る ク ラス ま た は リン クの名称)

mode(リ ン クモ ー ド 自ク ラス か隣 の ク ラスか リンクか)

condition(検 索 条 件)

〔意 味 〕

class(linkLnameで 指定 され た ク ラス に属 す る イ ンス タ ンス また は指 定 され た

リンク に接 続 す る イ ンス タ ンス の 中で、 検 索 条 件 を 満 たす ものを 検 索 す る。 検 索

条 件 と して 指 定 で き るの はclass ._.nameで 指 定 され た ク ラス の イ ンス タ ンス 変 数

に対 す る範 囲 指 定 の み であ る。

検 索 条件 の指 定 方 法

instancevaroablenamerelationvalue

relation:=〉=〈 ニ

value:数 値 ま た は文 字、 文 字 列

検 索 され た 結 果 は イ ンス タ ンス の 名称 一 覧 と して表 示 され る。

(図 形 表 示 は別 コマ ン ドとす る)
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objset

〔シ ンタ ックス 〕

objsetclassnameobject _name

〔引数 〕

classname(ク ラス名)

object _name(イ ンス タ ンス名)

〔意味 〕

指定 イ ンスタ ンス に対す る イ ンス タ ンス変 数 の値 を セ ッ トす る。

〔備 考 〕

具 体 的 な イ ンス タ ンスに対 す る値 の設 定 は ウ ィ ン ドウを用 いて 行 う。

〔コマ ン ド名 〕

objdisp

〔シ ンタ ックス〕

objdispclass _nameobject_name

〔引数 〕

classname(ク ラス名)

object_name(イ ンス タ ンス名)

〔意味 〕

指 定 イ ンスタ ンスの 属性 を 表 示 す る。

〔備考 〕

指 定 イ ンス タ ンスが 図 形デ ー タで あ った 場 合 で も、属 性 デ ー タが 表 示 され る。

〔コ マ ン ド名 〕

drawdisp

〔シ ン タ ッ ク ス 〕

drawdispclass

〔引 数 〕
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class -_name(ク ラス名)

object _name(イ ンス タ ンス名)

〔意 味 〕

指 定 イ ンス タ ンスの 図形 デ ー タを 表示 す る。

〔備 考 〕

指 定 イ ンス タ ンス に子供 と して リン クづ け られた 全 ての 図 形 デ ー タが 表 示 され

る。 指 定 イ ンス タ ンスに 図形 デ ー タ イ ンス タ ンスが リンク され て い な い 場 合 は何

も表 示 され な い。

〔コマ ン ド名 〕

1ink

〔シ ンタ ックス 〕

1inkclass1 _nameobject1_nameclass2_nameobject2_namelogica1_name

〔引 数 〕

class1 ._name(ク ラス名)

object1 _name(イ ンス タ ンス1名 称)

class2 _name(ク ラス名)

object2 _name(イ ンス タ ンス2名 称)

logical _name(論 理 リンク名)

〔意 味 〕

イ ンス タ ンス1を イ ンス タ ンス2に リ ンク付 けす る。

リ ンク付 け ば イ ンス タ ンス1、 イ ンス タ ンス2の 双 方 か ら行 わ れ る。

本 コマ ン ドの 実行 に よ り表示 中の イ ンス タ ンスに も自動 的 に再 描 画 が か か る

〔コ マ ン ド名 〕

1inkdel

〔シ ン タ ッ ク ス 〕

linkdellink _nameclass1__-nameobject
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〔引数 〕

1ink _name(リ ンク名)

class _name(ク ラス名)

object _name(イ ンス タ ンス 名称)

〔意 味 〕

イ ンス タ ンス を リンク名 で 指 定 され る リン クか ら削 除す る。

〔備考 〕

リン ク名 、 ク ラス名 、 イ ンス タ ンス名 には 正 規表 現 を 使用 で き る。

〔コ マ ン ド名 〕

1inkdisp

〔シ ン タ ッ ク ス 〕

1inkdispclassnameobjectname

〔引 数 〕

classname(ク ラ ス 名)

object－ame(イ ン ス タ ン ス1名 称)

〔意 味 〕

指 定 イ ン ス タ ンス の リ ン ク状 態 を 表 示 す る 。

〔コ マ ン ド名 〕

schupdate

〔シ ンタ ッ クス〕

schupdateschemefilemode

〔引 数 〕

scheme _file(ス キ ーマ フ ァイ ル名)

mode(イ ンス タ ンスの 再構 築 の有 無)

〔意味 〕

指 定 され た ス キ ーマ で新 しい スキ ーマ を 生 成 し、rnodeに よ り全 イ ンス タ ンス の
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再構築を行 う。

〔備考 〕

スキーマ フ ァイルが変更 されていな くてもスキーマのupdate並 び にインスタ ン

スの再構築が行 われる。本 コマ ン ドの実行 により表示 されているイ ンス タンスに

も自動的に描 画がかか る。

〔コマ ン ド名〕

OPloginit

〔シ ン タ ックス〕

oploginit

〔引 数 〕

な し

〔意 味 〕

OPロ グ フ ァイル をバ ック ア ップ に コ ピー し、初 期 化 す る。

〔備 考 〕

OPロ グ フ ァイ ル は正 とバ ックア ップが存 在 し、 初 期 化 又 は フ ァイ ル サ イ ズが 限

界 値 に達 した場 合 に正 か らバ ック ア ップ に コ ピー され る。

本 コ マ ン ドに よ って 、 そ れ ま での バ ックア ップ フ ァイル は無 条 件 に廃 棄 され る。

〔コマ ン ド名 〕

oplogdisp

〔シ ンタ ックス 〕

OPlogdisp

〔引数 〕

な し

〔意 味 〕

OPロ グフ ァイ ルを 表 示 す る。
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2.4ユ ーザ イ ンタ フ ェース機 能 の概 要

2.4.1機 能要件

ユーザ インタフ ェース機能の要件 は使 いやす さ、操作性の観点か ら以下のよ うに設定 さ

れた。

デ ータ操作言語の利用を画面か ら容易にマ ウス等を用いて直接行え る。

建築 レイアウ ト図の表示や属性情報の表示 ・確認が行え る。

漢字の入出力が行え る。

2.4.2実 現 機 能 の概 要

ユ ーザ イ ンタ フ ェー一一.ス機 能 の実 現 に あた って は、 ウ ィ ン ドウ マ ネ ー ジ ャと して 「Sun

View」 を用 い た。

画 面 上 は、 大別 す る と、

コマ ン ド選択 ウ イ ン ドウ

パ ラメ ー タ入 力 ウ ィ ン ドウ

図 形 表示 ウ ィ ン ドウ

属性 表示 ウ ィ ン ドウ

Shel1ウ ィ ン ドウ

か ら構成 され る。

図2-4に 画面の表示例を示す。
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3.デ ー タ構 成

3.1建 築CAD用 のデ ータ構成

建築CAD用 のデータベースに対す る要件 として、図面 に対す る処理 ・管理を中心 に部

品 を表 した図面 と全体図との関係 や、 部品図同士の関係、図面 と部品との関係 などを うま

く表現で きることが挙げ られてい る。 この図形デー タを うま く扱いたい とい う要件に対 し

て、従来のRDB(関 係型デ ータベース)を 用いた方式だけで は、表現構造に多様性があ

り、またそのデータに対する取扱 に関す る情報 も併せて取 り扱 う必要のあ る図形デ ータを

管理するには不十分であ った。

本委託開発作業 のプ ロ トタイプ試作で作成 した建築CAD用 拡張可能デ ータベースのモ

デ ル化に際 しては、

・ 属性デ ータと形状デ ータ(表 示)を 独立 して扱える。

・ 両者を表現するオブジ ェク トを関係づ ける リンクを用いて図形データを扱 う手続 き

を表現 しやす くす る。

等を前提 と した設計を行 った。

本委託開発 における拡張可能デ ータベ ース システムの論理構成を図3-1に 示す。

建築CAD用 拡張可能データベースの論理構成 は、 マ ンシ ョンを対象 と した、2次 元の

建築 レイアウ ト図であ り、以下のク ラズか ら成 り立つ。

① 地区不動産 クラス

② マンシ ョンクラス

③ 物件 クラス

④ 物件形状 クラス

⑤ 部屋属性 クラス

⑥ 部屋形状 クラス

⑦ 壁境界属性 クラス

⑧ 壁境 界形状 クラス

この うち、地区不動産 クラス、 マ ンションクラス、物件 クラス、部 屋属性 クラス、壁境

界属性 クラスが属性データを格納す るたあの クラスである。

また、物件形状 クラス、部屋形 状 クラス、壁境界形状 クラスが形状デ ータを格納す るた

あの クラスである。

以降、3.2に 属性デ ータの構成 内容、3.3に 形状デ ータの構成 内容を示す。
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3.2属 性データの構成

属性データを構成す るクラスは、地区不動産 クラス、 マ ンシ ョンクラス、物件 クラス、

部屋属性 クラス、壁境界属性 クラスの5つ の クラスである。属性データは、 日本語を含む

文字列情報 と、実数、整数情報が格納 され る。格納 内容を表3-1に 示す。

表3-1属 性デ ータの格納 内容(そ の1)

クラス名称 イ ンスタ ンス変数 型 サ イ ズ

(バイト)

意 味

① 地区不動産 地区名称 文字列 24 不動産対象地域名称

担当者 文字列 24 データの管理者

② マ ン シ ョン 名称 文字列 24 例 マ ンシ ョン大船西

住所 文字列 100 例 鎌倉市大船2-5

築年 整数 4×2 西暦、築月

最寄駅からの距離 実数 4 駅迄の距離(m)

駐車場の有無 文字列 2 例 有、無

③ 物件 物件番号 文字列 12 例203号

値段 実数 8 単位 円 金額表示

管理費 実数 8 単位 円 金額表示

専有面積 実数 4 単位m2

バ ル コニ ー面 積 実数 4 単位m2
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表3-1属 性デ ータの格納 内容 (その2)

クラス名称 インスタ ンス変数 型 サ イ ズ

(バイト)

意 味

③ 物件(つ づ き) 間取り 文字列 8 2LDK、3LDK等

④ 部屋属性 部屋種類 文字列 8 例 和室、洋室、台所

広さ 実数 4 単位m2

日当た り 文字列 12 例bestgootworst

⑤ 壁境界属性 壁境界名称 文字列 24 壁につけられた名称

壁境界タイプ 文字列 8 例 中厚 、窓、ふすま
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3.3形 状デ ータの構成

形状デ ータを構成す るクラスは、物 件形状 ク ラス、部屋形状ク ラス、壁境界形状 ク ラス

の3つ のクラスである。

形状データには、 日本語を含む文字列情報 と、実数、整数情 報に加えて、 レイア ウ ト図

を表示す るための位置 ・形状情報(直 線、円、 円弧、文字列)が 格納 される。格納内容 を

表3-2に 示す。

表3-2形 状デ ータの格納 内容(そ の1)

クラス名称 イ ンスタ ンス変数 型 サ イ ズ

(バイト)

意 味

① 物件形状 部屋数 整数 4 部屋の数

表示位置 整数 8×2 画面上の座標

部屋向き 文字列 4 例NESWNEESSW

② 部屋形状 壁数 整数 4 壁の数

表示原点 整数 8×2 物件中心からの座標

部屋形状種類 文字列 8 部屋表示モー ドAB

部屋名称 文字列 24 例 和室、 リビ ング

部屋名称表示属性 整数 8x2 名称の表示開始位置

部屋縦横サイズ 整数 8×2 ピクセル単位

③ 壁境界形状 壁始点位置 整数 8 ピクセル単位

壁終点位置 整数 8 ピクセル単位
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表3-2形 状デ ータの格納内容 (その2)

クラス名称 イ ンス タンス変数 型 サ イズ

(月イト)

意 味

③ 壁境界形状

(つづき)

壁厚さ 整数 8 壁の厚 さ

壁表示タイプ 文字列 12 壁境界タイプと同じ

窓扉開閉方向 文字列 12 窓の開閉方向(内 外)

更 に、属性情報、形状情報が格納 されているインスタ ンス間を関係づ けるたあの リンク

と して、以 下の9種 類がある。

①(不 動産、 マンシ ョン)

②(マ ンシ ョン、物件)

③(物 件 物件形状)

④(物 件、部屋)

⑤(物 件 形状、部屋形状)

⑥(部 屋、部屋形状)

⑦(部 屋、壁境界)

⑧(壁 境界、表示属性)

⑨(部 屋形状、壁境界形状)
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4.プ ロ トタイプ システムの概要

4,1シ ステムの概要

本委託開発におけ る拡張可能デー タベース システムの全体構成を図4-1に 示す 。

t

ユーザ イ ンタフ ェース管理機能

建築 レイア ウ ト図表示

入力 イベ ン ト管理 ・パ ラメータパ ーザ

デ ー タ 統 合 デ ー タ 構 造

管 理 機 能 拡 張 機 能

デ ータベース操作言語

処理系

履歴管理機能

デ ータベーススキーマ

定義 言語処理系

図4-1拡 張 可 能 デ ー タ ベ ース の シス テ ム構 成
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4.2開 発 環 境 とハ ー ドウ ェア構 成

詳 細 設 計 に基 づ き、 ワー ク テ ー シ ョンSparcStation-1上(OSは 、

UNIX系 のSun-OS4.03+JLE1.03)で 、 各 モ ジ ュー ルの 製作 を 行 っ

た。

4.3ソ フ トウ ェ ア構 成

利用OS機 能 と記述言語 につ いて述べ る。

① 利用OS機 能

グ ラフィック(ウ ィン ドウシステム及 びグラフィックライブ ラリ)に は、

「SunView」

を用いている。以下 に、主な使用 ライブ ラ リを示す。

suntool

mle

sunwindow

pixrect

m

② 記述言語

■ ■ ● ●

◆ ■ ● ●

■ ● ● ■

● ■ ● ●

■ ● ● ■

sun上 のツール ライブ ラリ

日本語 ライブ ラリ

ウ ィン ドウ管理用 ライブ ラリ

描画 ライブ ラ リ

数学 ライブ ラ リ

クラス定義、継承等を持つ開発言語による実現 も想定 し、C++やg++に よ

るイ ンプ リメ ン トが検討 されたが、現在使用 されて いるワークステーシ ョンの ほ

ぼ全てでC言 語が利用可能な ことか ら、移植性を重視 し、今回はC言 語による方

式を採用 した。
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4.4i操 作 イメージ

本 システムを用いた作業操作の概要を図4-2に 示す。

デ ータベ ースシステ ム開始
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キ

1
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更

新

操

作
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/
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示

オブ ジ ェク ト格納

対 象デ ー タベース ク ロー ズ

デ ータベ ース システ ム終 了

図4-2作 業操作の流れ
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4.5実 現方式

プ ロ トタイプシステムにおける実現方法 に関 して、以下の4点 につ いて説明す る。

(1)フ ァイル構成

(2)デ ータ構成

(3)全 体制御

(4)操 作言語の実現方式

4.5.1フ ァイル構成

プ ロ トタイプ システムで使用す るファイルについて、その フォーマ ッ トお よび格納

項 目につ いて説明す る。

デ ータベースを構成するデ ータバ ッフ ァは、フ ァイルと して記憶 され る。

各デ ータバ ッフ ァそれぞれに対 して1つ の ファイルを用い るた あ、1つ のデ ータベ

ースは5つ の フ ァイルによって構成 され ることにな る
。

この5つ の フ ァイルにはそれぞれ異な った拡張子 を与え、また フ ァイルの先頭の8

バ イ トに、その プ ァイルが どのデ ータバ ッファを記録 した もので あるかを識別す るた

あのキ ーワー ドを設定 している。

データバ ッファとフ ァイル名等 との対応関係 は以下の様にす る。

〈 デ ー タバ ッフ ァ〉

(1)ク ラス 管理 テ ー ブ ル

(2)イ ンス タ ンス管 理 テ ーブ ル

(3)リ ン ク管理 テ ー ブル

(4)ク ラス イ ンス タ ンス雛 型 デ ータ

(5)イ ンス タ ンス デ ータ

〈 プ アイル名 〉

(DB名).cmt

(DB名).omt

(DB名).1mt

(DB名).cmc

(DB名).obr

<識 別キ ーワー ド>

CLSMTBL¥O

OBJMTBL¥O

LNKMTBL¥O

CLSMOCK¥O

OBJDATA¥0

これ らの フ ァイルの記憶形式を以下 に示す。

(1)ク ラス 管 理 テ ー ブ ル

先 頭:00hchar[8]フ ァイ ル識別 用 キ ー ワ ー ド 、

08hlongク ラスの総 数
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ク ラ ス 管 理 デ ー タ

+00hlong

+04hchar[15]

+13hlong

ク ラ ス 管 理 デ ー タ

クラス管理データ

クラスID

ク ラス名(14文 字)

ク ラスイ ンスタ ンス雛型デ ータのサイズ

(2)イ ンス タ ンス 管 理 テ ー ブル

先 頭:00h

O8h

OCh

char[8]フ ァイル識 別 用 キ ー ワ ー ドOBJMTBL¥0

10ngイ ンス タ ンスの 総 数

イ ンス タ ンス管 理 デ ー タ

+00hlongイ ンス タ ンスID

+04hchar[15]イ ンス タ ンス 名(14文 字)

+13hlongク ラスID

イ ンス タ ンス 管理 デ ー タ

イ ンスタンス管理デ ータ

(3)リ ンク管 理 テ ー ブ ル

先 頭:00hchar[8]フ ァイ ル識 別 用 キ ー ワ ー ド

08hlongリ ンクの 総 数

一40－

LNKMTBL¥0



リ ン ク 管 理 デ ー タ

十〇〇hlong

+04hchar[15]

+13hlong

リンク管理データ

リンク管理データ

リンクID

リンク名(14文 字)

親 イ ンス タ ンスID

(4)ク ラス イ ンス タ ン ス雛 型 デ ー タ

先 頭:00hchar[8]フ ァイ ル識 別用 キ ー ワ ー ドCLSMOCK¥0

08hlongク ラスの 総 数 ク ラス管 理 テ ー ブ ル での 値 と等 しい

クラス インスタ ンス雛型データ

クラスイ ンスタ ンス雛型デ ータのメモ リマ ップ と等 しい

ク ラスイ ンスタ ンス雛型データ

ク ラスイ ンス タンス雛型デ ータ

(5)イ ンス タ ンスデ ー タ

先 頭:00h

O8h

OCh

char[8]フ ァイ ル識 別用 キ ー ワー ドOBJDATA¥O

longイ ンス タ ンスの 総 数 イ ンス タ ンス 管理 テ ー ブ ル値 と等 しい

イ ンス タ ンスデ ー タ

+00hlongク ラスID

+04hメ ンバ 変 数 領域
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ψ

4.5.2デ ータ構成

プ ロ トタイプ システムを実現す るにあた って使用 してい るデ ータベース管理用の 内

部デ ータ、および各イ ンスタンスの メモ リ上の展開方法 ならびにデータ項 目について

説明す る。

本デ ータベース上において ク ラスの概念を表現す るために、5種 類のデ ータバ ッフ

ァを使用 した。

(1)ク ラス管 理 テ ー ブル

(2)イ ンス タ ンス管 理 テ ー ブ ル

(3)リ ンク管 理 テ ー ブル

(4)ク ラスイ ンス タ ンス雛 型 デ ー タ

(5)イ ンス タ ンスデ ー タ

デ ータK"一 ス上における各 イ ンスタ ンスに対 して、イ ンスタ ンスデ ータは1対1に

対応 し、 インスタ ンスにおけるメ ンバ変数、および リンク情報な どはすべて この領域

に記憶 され ることにな る。

このイ ンスタ ンスデ ータを生 成す るたあに、 クラスイ ンスタ ンス雛型デ ータとい う

ものを定義す る。 クラスインス タ ンス雛型テーブル とは、各 クラスに対す るインスタ
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ンスデ 一夕の初期 データを示 した ものであり、新たなイ ンスタ ンスデ ータの生成 は、

これを コピーす ることによ って行な うことが可能 とな る。

クラス管理 テーブルとは、 ク ラス インスタ ンス雛型デ ータを管理す るための もので

あ り、各 クラスの名称、雛型デ ータのサイズなどの情報が、記録 されてい る。 各 クラ

ス雛型デ ータには、 クラスIDナ ンバーが与え られてお り、内部で はこのIDナ ンバ

ーによ ってク ラス雛型デ ータを管理 してい る。 この クラスIDナ ンバ ーによ りこのテ

ーブル上の情報を取得 し
、ク ラス雛型デ ータ領域ヘ アクセスす ることにな る。

同様 にイ ンスタ ンス管理 テーブルは、 イ ンスタ ンスデ ータを管理す るための もので

あ り、各 イ ンスタ ンスの名称、実際のイ ンスタ ンスデータへの ポイ ンタな どの情報 が

記録 されてい る。 クラス管理 テーブルと同様 に、各 インスタ ンスに割 り振 られている

イ ンスタ ンスIDナ ンバーによ りこのテーブル上の情報を取得 し、 イ ンス タンスデ ー

タ領域ヘ アクセ スを行な うことになる。

リンク管理 テーブルとはイ ンスタ ンス間の リンク情報を管理す るものであ り、 これ

には リンク名称、 リンク関係 における親 インスタ ンスの インスタ ンスIDな どの情報

が記録 されてい る。 この リンクデ ータにもIDナ ンバーが割 り振 られてお り、 イ ンス

タ ンスデ ータ領域 に設定 されている リンク情 報もIDナ ンバ ーによ るものである。

次 にこれ らの メモ リマ ップを示す。

(1)ク ラス管 理 テ ー ブル

ク ラス管 理 デ ー タ(ク ラスID:0)

char[15]

10ng

char*

short

クラス名(14文 字)

クラスイ ンス タンス雛型データのサイズ

クラスインスタ ンス雛型データへの ポイ ンタ

データ存在 フラグ

(この フラグが立 ってない場合 は、 このIDの 雛型データは使

用 された ことがないか、また はすでに削除済みのデ ータであ

ることを示す。以下 同様)
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(2)イ ンス タ ンス管 理 テ ー ブル

先頭: イ ンスタンス数

イ ンス タ ンス管理 デ ー タ(イ ンス タ ンスID:0)

char[15]イ ンス タ ンス 名(14文 字)

10ngク ラスID

char*イ ンス タ ンスデ ー タへ の ポ イ ンタ

shortデ ータ存 在 フ ラグ

イ ンス タ ンス管 理 デ ー タ(イ ンス タ ンスID:1)

イ ンス タ ンス管理 デ ー タ(イ ンス タ ン スID:n)

(3)リ ン ク管理 テ ーブ ル

先頭: リンク数

リ ンク管 理 デ ータ(リ ン クID:0)

char[15]リ ン ク名(14文 字)

long親 イ ンス タ ンスID

shortデ ー タ存 在 フ ラグ

リンク管 理 デ ー タ(リ ン クID:1)
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(4)ク ラス イ ンス タ ンス雛 型 デ ー タ

先頭:10ngク ラスID

longメ ンバ 変 数 の 数

メ ンバ変数管理領域

変数属性値

long変 数ID

char[15]変 数名(14文 字)

long変 数領域への先頭か らのオ フセ ッ ト値

long変 数領域のサイズ

short変 数の型

変数属性値

メンバ変数領域

変数初期値

変数初期値

変数初期値
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(5)イ ンス タ ンスデ ー タ

10ngク ラスID

longメ ンバ 変 数 の 数

メ ンバ変数管理領域

ここまでは クラスイ ンスタ ンス雛型デ ータと同 じ

メンバ変数領域

変数値

変数値

変数値

(注)イ ンスタ ンスIDお よびクラス名、 インスタ ンス名、 および リンク情報

はメ ンバ変数の一種(ル ー トイ ンスタンスク ラス変数)と して、メ ンバ

変数領域内に保持 され ている。

ル ー トイ ンス タ ンス 変数

longイ ンス タ ンスID

char[15]イ ンス タ ンス名

char[15]ク ラス名

systemシ ス テ ム管 理 領域(リ ンク情報 な ど)
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4.5.3全 体 制 御

プ ロ トタ イプ シス テ ムにお け るプ ログ ラムの 制御 方 式 につ い て 、 イベ ン トハ ン ドリン

グ を 中心 と して 説 明 す る。

イベ ン トハ ン ドリング は、 図4-3に 示 す よ うに以 下 の3つ の処 理 か ら成 り立 つ
。

① イ ベ ン ト制 御

SunviewのWindow _main_loopを 用 い て 制 御 を 行 う。

② イベ ン ト検 出

Window _main_Ioopに よ って検 出 された イ ベ ン トの種 類 に応 じて 、

ユ ーザ イ ンタ フ ェ ース 関数 へ の制 御 を 移 して い る
。

③ イ ベ ン ト処 理

ユ ー ザ イ ンタ フ ェース 関数 は、 ユ ーザ 入力 を取 り込 み
、 制 御 情 報 と して コ マ ン ド処

理 関数 へ 引 きわ た して い る。

ルづ

図4-3 イベ ン ト処理の概要
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4,5.4操 作言語の実現方式

各モデル操作 コマ ン ドの実現方式 について説 明す る。

前に述べたデ ータバ ッファに対す る処理の内、主 な ものの実現方法を述べ る。

ここでは、以下の処理を取 り上 げる。

(1)schupdate

(2)objcreate

(3)objset

(4)link

(5)objse1

(1)schupdate

この処理は指定 されたスキーマ ファイルを解釈 し文法 が合 っているかを調べ、 さ

らに フラグの値によ っては、解釈 したスキーマ フ ァイルよ り新 しいクラスの生成を

行な うものであ る。 ここで用い られ るスキーマフ ァイル とは、各 クラスを定義す る

クラス定義文が記述 されたフ ァイルの ことで ある。

このスキーマ定義文によ って、各 クラスにお けるク ラス名、上位 クラス名、 クラ

スの メンバ変数、およびその初期値 についての設定を行な うことができる。

新 しい クラスの生成処理と して システムは、 スキーマフ ァイルに記述 されている

クラス定義文を解釈 し、 クラスイ ンスタンス雛型 データを作成す ることになる。

スキーマ定義文の解釈 は次のよ うに して行な う。

まず スキーマフ ァイルか らクラス定義文を一行分読み込む。

.次 に定 義文の文頭か らコメ ン ト記号であ る'#'を 探 して いき、 もし存在 した

場合 は'#'をNljLLに 置 き換える。 この処理によ って'#'以 降の文は無視 さ

れ コメ ン トとなるのである。

.そ して 次 に定 義 文 中の 先 頭 の 単 語 を取 り出 し、 予 約 語 で あ るschema,super,

memberと 比 較 す る。

.こ の と きい ず れ と も一致 しな い場 合 は エ ラー とす る。

.一 つの ク ラス デ ー タの 定義 に は、 ク ラス 名 を定 義す るた め のschema文 が1行

、 上 位 ク ラスを 定 義す るた あ のsuper文 が1行 、 そ して ク ラス の メ ンバ 変 数
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の 初 期 値 を定 義 す るた あのmember文 が メ ンバ 変数 の 数 だ け必 要 と な る。

これ らはschema,super,memberの 順 に記 述 され な け れ ば な らな い。

これ よ り、1つ の ク ラス定 義文 はschema文 か らフ ァイル の終 わ りま た は 次 に 出

現 す るschema文 の直 前 ま で とな る。

ク ラスデ ータの再構築 フラグが立 っていない場合、 ここまでの処理 が正常 に行な

われたか どうかを表示する。また この再構築 フラグが立 ってい`る場合、 さ らに以 下

のよ うな処理を行な う。

こうして取得 した各 スキーマ定義データか らク ラス インスタ ンス雛型データを生

成す るため に、次 の様な処理を行な う。

1.メ ンバ変数定義文 より本 クラスにおいて生成 され るメ ンバ変数のデータ領域 と し

て必 要なメモ リ量を計算する。

2.上 位 クラス定義文 とクラス管理テーブルよ り上位 ク ラスが持 って いるメ ンバ変数

の定義 に必要 なデ ータ領域の大 きさを取得 し、1の メモ リ量 と合計す る ことによ

って、 クラスイ ンスタ ンス雛型データ領域の メモ リ量を求める。

3.ク ラスイ ンスタ ンス雛型デ ータに必 要なメモ リ領域を確保す る。

4.ク ラス管理テーブルの値を以下のよ うに して設定す る。

(a)ク ラス管理デ ータのデータ存在 フ ラグを順次参照 し、デ ータが存在 しない空

の クラス管理データブロ ックを探 し、 クラスIDを 定め る。

(b)ク ラス管理 データを クラス名定義文な どより設定する。

5.ク ラスイ ンスタ ンス雛型デ ータを以 下のよ うに設定す る。

(a)ク ラスID、 メンバ変数の数を設定す る。

(b)上 位 クラスの メンバ変数のデ ータを、デ ータ領域の メモ リ上 に複写 し、対応

す るメ ンバ変数管理領域値を設定す る。

(c)本 ク ラスの メンバ変数定義文よ り、 メンバ変数の初期値をデ ータ領域上に書

き込み、対応す るメンバ変数管理領域値を設定す る。

以上 に示 した処理 は上位 クラスか ら順 に処理す る必要があ る。

これは、 クラスの順位 テーブルを上位 ク ラス名の定義文よ り作成 し、そのテーブ

ル順 に クラス生成処理を行な うことで実現す ることがで きる。 ただ し、"ス キーマ

フ ァイルは トップダウン式に記述す る"と い う制約を与え れば、 こ うした クラスの

順位評価処理は不要 となる。
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(2)objcreate

この処理 は指定 した クラスのイ ンスタンスを指定 した名前で、新たに生成す る もの

である。

ただ し、 このイ ンス タンス名は同一 クラス内において唯一の ものでな ければな らな

い。

ここで インス タンスの生成処理 と して システムは、前述のschup'dateに お

いて生成 した クラスイ ンス タンス雛型データを コ ピー し、その 内部にデ ータを設定す

る こ とに な る。

1.ク ラス管 理 テ ーブ ル中 か ら、 生 成 す べ き イ ンス タ ンスの ク ラス名 を探 す 。

2.ク ラス管 理 テ ーブ ル よ り、 イ ンス タ ンス雛 型 デ ータの 大 き さを 取 得 し、 その

大 き さの イ ンス タ ンスデ ー タ領 域 を 確 保す る。

3.イ ン スタ ンス雛 型 デ ー タを イ ンス タ ンスデ ー タ領 域 に コ ピーす る。

4.イ ンス タ ンス名 、 ク ラス名 、 イ ンス タ ンスIDを メ ンバ変 数 の一 種 と して イ

ンス タ ンス デ ー タ領 域 に設 定 す る。

イ ンスタンス雛型デ ータは、各 メンバ変数の初期値が設定 された状態の インスタ ン

スデータと同 じ形 とな っているため、 これを コ ピーす ることによ って、 自動的 に初期

化 された イ ンスタ ンスデ ータを生成す ることがで きるのであ る。

以上 の処理によ って新 しいイ ンスタ ンスの生成を行な うことがで きる。

(3)objset

この処理 は指定 したイ ンスタ ンス内部のメ ンバ変数の値 を変更す るものである。

この処理 は、今までの イ ンスタ ンス内部のメ ンバ変数の値 を取得す る部分 と、変更

値を メンバ変数 に設定す る部分の、2つ に分け ることがで きる。

実際の処理は次の様 になる。

1)objset1を 呼び出す。

(メンバ変数値を取得)

2)メ ンバ変数値の変更処理 を行 なう。
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3)objset2を 呼 び 出す 。

(メ ンバ 変数 値 を 変更)

前半部の処理は次の様になる。

1.イ ンスタ ンス管理 テーブルよ り指定 された インスタ ンス名 を探 し、 イ ンスタ ンス

デ ータへの ポインタを取得す る。

2.メ ンバ変数の数を取得 し、 この数だけ以下の処理を繰 り返 しメ ンバ変数値を取得

す る。

(a)イ ンスタ ンスデータの先頭の ポインタに、各変数領域への オフセ ッ ト値

を加え変数領域への ポイ ンタを得る。

(b)変 数領域よ り変数値を得 る。

(c)変 数の型 と変数領域のサイズに注意 して、変数値を文字 による表記 に変

換す る。

(例)(long)100-一 〉(char[])"100"

(d)文 字表記 した変数の先頭のポイ ンタを返す。

こうして得た文字表記された変数を変更するイベント処理を行ない、その結果を用

いて次の様にして後半部の処理を行なう。

1.メ ンバ変数の数 だけ以下の処理 を繰 り返す。

(a)変 数の文字表記を、変数の型 に注意 して変数値に変換す る。

(伊」)(char*)"200"一 一〉(long)200

この とき変換不能な文字(例 えば10ngに おけ る数字以 外の文字)が

あ った場合、入力誤 りとしエ ラーコー ドを返す。

(b)変 数領域 ・変数値を格納す る。

これによ りイ ンスタ ンスのメ ンバ変数の変更を行 なうことが可能 となる。

(4)1ink

この処理 は指定 したイ ンスタンス間 に リンクを張 るたあの ものであ る。

実際 には、 インスタ ンスのメ ンバ変数 におけるルー トオ ブジ ェク ト変数の システム管

理領域値を操作す ることによ って、 リンク処理を行 うことにな る。
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システム管理領域は次の様な構造体にな っている。

system構 造体

{'

10ng親 へ の リンクの数

親 へ の リンクのデ ー タ[m個]

{

'longリ ン クID

long親 の イ ンス タ ンスID

long兄 の イ ンス タ ンスID

long弟 の イ ンス タ ンスID

shortリ ン クデ ー タ削除 フ ラグ

}

long子 へ の リンクの数

子 へ の リンクのデ ー タ[n個]

{

10ngリ ンクID

longリ ンク中の 子 供 の数

10ng長 男 の イ ンス タ ンスID

long末 っ子 の イ ンス タ ンスID

shortリ ン クデ ー タ削除 フ ラグ

}

shortデ ータ変 更 フ ラグ

Shortサ イズ変 更 フ ラグ

}

これ を 説 明す るた あ に、 リンク形式 につ いて 述 べ る。

本 デ ータ ベ ース にお け る イ ンス タ ンスの リン ク形 式 を 部 分 的 に取 り 出す と次 の よ うに

な って い る。

+一ーー一 子 イ ンス タ ンス1

|

1
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親 イ ンス タ ン ス ーーー一+一一ー一 子 イ ン ス タ ンス2

1

1

+一一ー一 子 イ ン ス タ ン ス3

ここで子 イ ンス タ ンスは、親 イ ンスタンスのIDの 他に、それぞれにおける兄 イ ン

ス タンスと、弟 インスタ ンスのIDを 持つ ことによ って、 リス ド形式を成 してい る。

そ して親 イ ンスタ ンスは、子 イ ンス タンス リス トの長子イ ンスタンス と末子 イ ンス

タンスのIDを 持つ ことによ って、 リンク処理を行な うことがで きるのである。

具体的 な リンク処理 は次の様な もの となる。

1.指 定 された親 イ ンスタ ンス名と子 イ ンスタ ンス名 か らイ ンスタ ンス管理テー

ブルよ り、 イ ンスタ ンスIDを 取得する。

2.指 定 された リンク名がすでに存在す るかどうかを リンク管理 テーブルよ り調

べ、次の様 に処理を行な う。

(a)同 名の リンクが存在 しないな らば、新規に リンクを登録 し、 リンク

データを設 定す る。

(b)同 名の リンクが存在す るな らばその親 インスタンスIDが 一致す る

かどうかを 調べ、親 イ ンスタンスが異なるの に同じ リンク名を付け

ようとしてい る場合 はエラーコー ドを返す。

3.各 システム管理領域の設定を行な う。 この とき、子 インスタ ンスは末子 イ ン

フ タンスとして リンク付 けされ る。

こうして リンク処理 を行 なうことができる。

(5)objse1

この処理は、指定 した条件 を満たす イ ンスタ ンスを検索す るものである。

ここでの条件 とは、指定 されたイ ンスタンスク ラスにお けるメ ンバ変数値 によ るもの

であ るため、条件 の指定 としてメ ンバ変数の所属す るイ ンスタンス クラスと、実際の
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条件式が必要 とな る。

(例)ク ラス名:room

条 件 式:広 さ>15

検索結果出力法 と して次の様な3つ のモー ドが存在す る。

a)条 件に一致 した イ ンス タンスの名称を出力す る。

b)出 カ インスタ ンスの クラス名を指定す ることによ って、条件に一致 したイ ンス

タンスに リンク付 けされてい るイ ンスタンスの名称を 出力す る。

c)出 カイ ンス タ ンスへの リンク名 を指定す る ことによ って、条件 に一致 した イ ン

スタ ンスに リンク付 けされて いるインスタ ンスの名称 を出力す る。

具体的には次の様な処理を行なうことになる。

1.イ ンスタ ンスク ラス名よ りク ラスIDを クラス管 理テーブルよ り取得す る。

2.イ ンスタンス管理 テーブル よ り、1.で 求あた クラスのイ ンスタンスデ ータを

取得 し、以下 の様 な処理を行 なう。

(a)条 件式の メンバ変数値 を取得す る。

(b)条 件 と照 ら し合わせ、 条件に一致す るかど うか調べ る。

(c)検 索 出力モ ー ドによ って、それぞれの形式によ って 出力を行 なう。

以上の処理によ ってイ ンス タンスの検 索を行な うことにな る。
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5.実 行方法

5.1実 行方 法の概略

本 システ ムの機 能構成の概略を、図5-1に 示す。

起動 ・終了機能

シス テム開始

シス テム終了

デ ータベ ース操作機能

デ ー タベ ース初 期 化

デ ー タ ベ ース オ ープ ソ

デ ー タベ ース ク ローズ

オブ ジェク ト操作機能

オブ ジェク ト生成

オブ ジェク ト格納

オブ ジェク ト削除

オブ ジェク ト検索

オブジ ェク ト定義

オブ ジェク ト属性表示

オブジ ェク ト形状表示

リンク操作機能

リンク生成

リンク削除

リンク表示

スキ ーマ更新機能

スキーマ更新

操作履歴操作機能

操作履歴初期化
操作履歴表示

図5-1拡 張可能デ ータベースの機能構成

以 下、5.2～5.17に 各機能の操作方法 と実行事例を示 す。
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5.2シ ス テ ム 開 始 機 能

コ マ ン ド 名 称 dbstart

機

能

概

要

拡 張 可 能 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 機 能 の 開 始 を 行 う。

操

作

イ

ン

ポ

タ

ン

夕 キ 内 容 サ イ ズ 備 考

フ 1

工

1

ス

司ミ

1

ド

な し

昔一 定義 intcodbstart()
}

萎r五
ロ ロ

イ 引数名 1/0 型 サ イ ズ 備 考

ン

夕 な し

フ

エ

ー

ス

備 0:正 常 終 了

考 一1:ロ グ フ ァ イ ル が オ ー プ ン で き な い
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5.3シ ス テ ム 終 了 機 能
.

コ マ ン ド 名 称 dbexit

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

拡 張 可 能 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 機 能 の 終 了 を 行 う 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

な し

サ イ ズ 備 考

intcodbexit()

引数 名

な し

1/0 型 サ イ ズ 備 考

0:正 常 終 了

一10:デ ー タ ベ ー ス 機 能 が 開 始 し て い な い
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5.4デ ー タ ベ ー ス 初 期 化 機 能

コ マ ン ド 名 木ホ dbinit

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ
ー

ス

西

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

デ ー タ ベ ー ス を 初 期 化 す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

な し

サ イ ズ 備 考

intcodbinit()

引数名

な し

1/0 型 サ イ ズ 備 考

0:正 常 終 了

一10:初 期 化 失 敗
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実 行 例(画 面 内 容)

●● 望 ■"

建 築CAD用 拡 張可 能 デ ー タベ ー ス ・システ ム

【dbexiセ 】【objcreate】11ink】 【schupdate】

【dbopen】 【objset】1

【dbclose】 【objdelete1【linkdispj【oplogdisp】

【dbiniて 】【objse11

【drawdisp1【objsave】

【objdisp

自1蓄 窃一 ■ ■慶
・,1-..一 　 ..
●

Atype-2LDK

l

linkde1】 【OPloginitj

1
.「-一一 　一.T-.　 　 r -

一決・価'
,・鉄 轍=簸 職況」ぐ・c

氾 ・-● ・●■国■蒜1痴`■認 ■哩■昌ワ

1こ::◆

洋室

て
<

=
〉

三

データベースをイニシャライズします

⊂超 コ 〔魎 ⊃

「
.
直

㎡

.

.

.

1-
2

撒

"

`

,.

.

.
.
、

〆
'

二

■

. .

.

・.

写̀

.

押入
£一

)

:霊

和室

口1
口
〉
台所 巨一

A

■

一ー －

asdsa竃sdump

へ

1

居間

言

一_
バルコニー

動 作 説 明(dbinit-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に はOacの 物 件 が 表 示 さ れ て い る)

・dbi川tボ タ ン ク リ ック

→確 認 ウ ィ ン ドウが 表 示 さ れ る

"デ ー タ ベ ー ス を イ ニ シ ャ ラ イ ズ しま す"

確 認 取 り消 し
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・

,

9

実 行 例(画 面 内 容)

・

■■瀦 ■i口望誤」一 ー一 一.

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム
「

ー

ー

ー

1

ー

匝
三
-

…..
.

…

.

.

`

….
.

;

.
≡

=..

…

≧・

護・

裏書

〕・

]
〔言

dbexitHobjcreate】11ink】 【schupdate 】

L

、

dbopen1【objsetIIlinkde1】 【oploginiて 】

dbclose】Iobjdeletel【1inkdisplloplogdi8p 】

一

dbinit】 【objse11

drawdisp}【objsave】

【objdisp】 ・
「　 .一 一 　

裂1必 亟口口芭冨 ■目■■党

㊧ミ1撒.1'嘉4,

・

る

ぶ{馨

is
.慧
嚢詫

…奪

/
糞葦

該
巴,江

s
蝉.'

s藁

's`

1

3dbinit

,

`「婚.句●コ.一

■iii≡ エ.一一ー －

asdsa零sd伽P

.

動 作 説 明(dblnlt-2)

.

確 認 ウ ィ ン ドウ の 「確 認 」 を ク リ ッ ク す る

.→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

・"dbinit"

→ 図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ が ク リ ア さ れ る

「

一
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5.5デ ー タ ベ ー ス オ ー プ ン 機 能

コ マ ン ド 名 称 dbopen

機

有旨

概

要

操

作

イ
ン

タ

フ

ェ

ス

誓言ロ

イ

ン

夕

フ

工

ス

備

考

指 定 さ れ た デ ー タ ベ ー ス を オ ー プ ン す る 。

≒ド

夕

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

デ ー タ ベ ー ス 名

サ イ ズ

24

備 考

漢 字 で 最 大12文 字

intco _dbopen(dbname)

引数 名

dbname

1/0

1

型

char*

サ イ ズ

24

備 考

デ ー タ ベ ー ス 名

0:正 常 終 了 一4:DBの 形 式 が お か し い

一1:す で に 別 のDBが オ ー プ ン さ れ て い る 一10:

-2:す で に 同 じDBが オ ー プ ン さ れ て い る 一100:メ モ リ ア ロ ケ ー ト 失 敗

一3:指 定DB名 が 存 在 し な い
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実 そ=〒イ列 (画 面 内 容)

〔

{

{

【

■ ■囹國■遇ロ

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

{⇔ こ

竺'馨

警

.

』'▼
_■ 匝一..一溜 一_■寛一 己■

一 ー 一

F

ldbexit】 【objcreateHlinkj【schupdate】

dbopen1【objseセ 】{linkdell【oploginiて 】

dbcloseHobjdeletel〔1inkdisp】 【oplogdisp】

dbinitHobjse1】

drawdispl【objsave1

【objdisp】

日li－ 泡.. ."
=. ...

,

-

ー

..

"

.、

.

.

.

`

1
-

」
.

..

|

,

.

.

.

・

.

'==工.凹←一 一
■1●■、-竺■エ ●一 ■一 泌尾一 ■国 層1■口」・直尾4■■■口.

デー タベース名=
◆

.

圃 　

h
・-

.

.

`

‖
■繍 泣■鵠口 ■　
asdsa亀sdump

`

、

」

動 作 説 明(db。pen-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ 、 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

・dbopen・ ボ タ ン ク リ ッ ク

'→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)デ ー タ ベ ー ス 名:

'

「

,

.

確 認

,
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実 そ〒 イ列 (画 面 内 容)

{

■ 治z■i"諸 口夕一 高夢

建築CAD用 拡 張可 能 デ ー タベ ース ・シス テム

dbexitHobjcreate1{1inkHschupdate】

dbopen】 【objset】{1inkdelHoploginit】

dbclose】 【objdele七eMlinkdisp】 【oplogdisp】

Idbinit】 【objsel】

drawdiSP】1。bjsave】

【objdisp】

口!嚇 一 旦田遇寛 鍵層・..一 ■一惑㎜ ■昌■
引............・...一 嵩蹄●唐津土き雑訴:鼻冨{ごゴ勘」●:さ滑隠轡忌日⇔=

一
遍 ●亘咀 工●一 一 ● 助【一 口

データベース名:D…込

s

圃

『.
.二.

・

一 　 一 　

目
宴'工...、'一－A--
1●.■`告辞●一 ■一 ■

a5dsa亀sd⑭P

]

.

臼,

重カ イ乍 言兇 明 (dbopen--2)

・デ ー タ ベ ー ス 名 称"DBA"を 入 力 し て 「確 認 」 を ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る
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実 行 例(画 面 内 容)

(

一 ー 一一 ■■■寛

建 築CAD用 拡 張可 能 デー タベー ス ・シス テム

IdbexitI【objcreate】 【1ink1【schupdate】

【dbopenHobjset1【1inkdel1【oploginit】

【dbclose1【objdeleてe】 【1inkdisp】 【ol)10gdisp】

【dbinitHobjsel|

drawdisp】 objsave1

objdisp】

▲

.

.

`

.

.

1

.

.

.

1

.

、
イ4
.
-

呂、・r

淳.

猿ド
,」・

巳廓
.
%∨

一

二笥.....`

－a>'=一 　一 一
臼嘘,鏑=一 ≡

(, 5'. .

.

.

も

_一 一　

1⇔ ▲ 《泌◇peロDBム .

じ

o
I,　.._・_._
1_工 一_一 一■-

asdsa審sdu叩

6

へ

L

..
動 作 説 明(db。pen-3).

.→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に コ マ ン ド実 行 の エ コ ー 表 示

・``dbopenDBA"

.

,
「
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5.6デ ー タ ベ ー ス ク ロ ー ズ 機 能

コ マ ン ド 名 称 dbclose

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

指 定 さ れ た デ ー タ ベ ー ス を ク ロ ー ズ す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク ッ ク

内 容

デ ー タ ベ ー ス 名

サ イ ズ

24

備 考

詐 禄 大12文 字

intcodbclose(dbname)

引数名

dbname

1/0

1

型

char*

サ イ ズ

24

備 考

デ ー タ ベ ー ス 名

0:正 常 終 了

一5:指 定DBは オ ー プ ン さ れ て い な い

一10:
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実 行 例(画 面 内 容)

②
言

動 作 説 明(dbcl。8g-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に はOacの 物 件 が 表 示 さ れ て い る)㎡

・dbcloseボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)デ ー タ ベ ー ス 名:

確 認
,
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実 そ=テイ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

⊂=亙 三=コ 。j・ ・eat・ 〔===工三三亙==⊃scupat・

⊂==≡ 亜=コ 〔=亟=コ 〔=工≡ 巫=⊃ 。P・ginit
⊂=一 コ 。jeet・inki・p。P。gi・P
⊂=亜互≡=コ⊂=亟 三主=コ
rawlSPOＬsave

ojisp

4

▲

ぐA

Atype-2LDK

'

,

洋室
デー タベース名lD㌣

圃
口

馴

酬

バルコニー

②

▲
▼

asdsa零dump

へ

重力 イ乍 胃見 明 (dbcloge-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し、

デ ー タ ベ ー ス 名:DBA

→ パ ラ メ ー タ入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る

「確 認 」 を ク リ ッ ク
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実 そ『テイ列 (画 面 内 容)

ロ■慧■.-.一 ■一一

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム
.

1
(

dbexit】Iobjcreatej【1ink】 【schupdate 1

D8入

.

dbopen】 【objset】 【linkde11【oplogini七 :

【dbclosel【objdelete】 【1inkdisp】 【oplogdisp 】

1
【dbinitHobjsel】

drawdisp】 【objsave】

【objdispl
一..

`-1●:　
`

…

:

:…

…き

i辱

婁糞

主我

婁亮

釜葦

琴
:C

s
言

臼11%4必 ■■口■冶完一』一

■ ㌔分'べ口'難 ぽ卓蕪■江竃=江心宮☆艦鎚漆邊⇔

,

「

棄

…s
:9
:菜
園
迂s

鼻
嵐

巳謬

■さ

藁筆

s:
:暮
:÷:

三、

`

一　「

O曲clOse

潜

``...●r"一 一'-
-一 一_._一__-

asd8a亀8d迦p

、

,

動 作 説 明(dbcl。8e-3)

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

・"dbcloseDBA"

→ 図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ は ク リ ア さ れ る 』

」

L

9

層

,
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5.7オ ブ ジ ェ ク ト生 成 機 能

コ マ ン ド 名 木ホ objcreate

機

有旨

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ
ー

ス

口

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考
`

指 定 さ れ た ク ラ ス の オ ブ ジ ェ ク トを 指 定 さ れ た 名 称 で 生 成 す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

ク ラ ス 名

インスタンス名

サ イ ズ

28

28

備 考

漢 字 で 最 大14文 字

漢 字 で 最 大14文 字

intco _objcretae(c_name,o _name,oid)

引数 名

cname

oname

oid

1/0

I

I

O

型

char*

char*

long*

サ イ ズ

28

28

4

備 考

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

イ ン ス.タ ン スLD

{

在
し

数

存
達

変

て
る
が
に

の

れ
ぎ
外
数

ス

さ
す
む
個

"

義
朽

大

d
る

定
が
じ
最

㎞
れ

了

が
名
同
の

に
さ

終

名

〃
に
刀

持
定

常

ス
"
で
"

同
設

正

妨
"
す
"

と
が

0
0
1
2
3
4

成
値

↓
ヨ
ヨ
ヨ
↓

生
の

一15:Rootク ラス の

い な い

す る 一100:メ モ リ ア ロ ケ ー ト失 敗
て い る

//ObjecLID//Obj,,t－ame}'

(クラ、 定 義 熱 欝 定 で きない
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実 そ〒 イ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能データベース・システム

〔=≡=コ.。j… ・t・ 〔==口 重==〕-SCupat・.
⊂=亟 口垂≡=コ ⊂=亟 コ ⊂=唖 工コ 。・ 。・i・it

inispopogisp⊂± ⊃ 。」deeセ・
⊂=亟 工=⊃〔二亟E=⊃
rawISPOJsave －

● ▲

4

▲

クラス名=◆

インスタンス名:

画

asdsa寒sd㎜P

l

、

動 作 説 明(。bJcreat8-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

・objcreateボ タ ン を ク リ ッ ク 、

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)ク ラ ス 名:

イ ン ス タ ン ス名:

確 認 ・

一70一



実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。bjcreate」2)

・ク ラ ス 名 称"apartment",イ ン ス タ ン ス 名 称"Oac"を 入 力 し て 「確 認 」 を ク

リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ は 消 え る

一71一



実 了『テ イ列 (画 面 内 容)
.

■■嘱 ■】慶三喧■真一 ■巳■i■■

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

〕

l

I

1

〔

1

{

【

一 一

馴

dbexit Hobjcreate】 【link】 【schupdate

】【objsetIIlinkdelj【oploginitdbopen

dbclose llobjdeletel【1iτ 、kdispl【oplogdi8p

dbinit 】【objse1】

drawdisp llobjsavel

　 一

【objdisp】

1Φぐ1 二....、 、 、.rL.

「

-

^objcreat● 白睡 商 口tOac

旧D・351で 作 成 さ れ ま した.

■

-

e

隔 窟、_一.-
asdsa駕sd、 加P

`、

「

重カ イ乍 目見 明(。bJcrgate-3)
.

.

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示層'
"objcreateapartmentOacカ

.

→属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に 表 示

"IDで 作 成 さ れ ま した"

・

「

P

「72

 

一



5.8オ ブ ジ ェ ク ト格 納 機 能

コ マ ン ド 名 称 objsave

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

口
語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

指 定 の オ ブ ジ 。 ク 、を オ ー プ ン中_;ベ ー ス へ 格 納 す る.

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

義定

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

サ イ ズ

80

80

備 考

intco _objsave(c_name,oname)

引数名

cname

oname

1/0

I

I

型

char*

char*

サ イ ズ

80

80

備 考

ク ラ ス 名

イ ン ス タ

、ン ス 名

0:正 常 終 了

一10:失 敗
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実 行 例(画 面 内 容)

て
〈
ニ ィンス・ンス名・

』 〔璽D
入

=ち・L.

琴
1匪脚 租■口口 ■
asdsa罵sdump

■

、

和室
口
〉台所匪

二

馴

バルコニー

　②

動 作 説 明(。bJ8avg-1)

.

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ はOacの 物 件 が 表 示 さ れ て い る1

・Objsaveボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)ク ラ ス 名=

イ ン ス タ ン ス 名:

確 認

.
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実 行 例(画 面 内 容)

■●混 一… 一一・-=一 一一

建 築CAD用 拡 張可 能 デ ー タベ ース ・シス テ ム

【dbexit】 【objcreatel【1inkl【schupdate1

【dbopen】 【objset】 【linkdel 1【OPloginitI

【dbclose】 【objdeleteHlinkdisp1{oplogdisp】

Idbinit】lobjsell

【objdispI

劉一.-'1■ θ.一一.一ーー一… 一
　 　 、

【drawdispHobjsave ▲

トレ ≧
.

『Fθi

l3-
Atyper2LDK

.

良

洋室

て
<

・ 一斑一____諏w-　 ■』 一一 湖南 ■■ロー

クラ ス名=ap虻t鵬nt

イ ンス タンス名:Oas

圃

押入

和室 1口
>o
台所o

二'1疏 通口
口 ■

asds"sd愉P

馴

1

、

バルコニー見・、「

慧
滴.

傲.
叡.・.・.、

∵.、.

捨
.......,隔
.・
.・
、

鐸・・.
・ド.」、」.」

ギ 、・.

罫
『.

7

,

②

動 作 説 明(。bj8ave-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し 、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名=apartment

イ ン ス タ ン ス 名:Oac

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る

A
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実 そ「テイ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

〔=≡=コ 。j・reat・ ⊂==工==玉==コscup ate－ ojset ⊂=工=亟 亙亘=⊃ 。P oginit

〔=三一=⊃ 。j・ ete in isP OPO91sp

init 匝 コ
rawlsp Ojsave

ojisp

▲

Atype-2LDK

姻

c`objsa▼o・apart回 怜ntOac

洋室

uo
瀧

口

台所
o

▲
▼

sdump

、

居間

i

峯 バル コニー1
暮

藁

妻

恋
i

s -

.

ワ

,

層

動 作 説 明(。bjgav6-3)

.

'

,→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に エ コ.一 表 示

"objsaveapartmentOac"

,

.

.

一76一



5.9オ ブ ジ ェ ク ト削 除 機 能

コ マ ン ド 名 称 objdelete

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

正 規 表 現 で 指 定 さ れ た オ ブ ジ ェ ク トを 削 除 す る 。

(関 連 す る リ ン ク も 削 除 す る。)

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

ク ラ ス 名

インスタンス名

サ イ ズ

80

80

備 考

正規表現 も可能

正規表現 も可能

longco_objdelete(c _name,oname)

引数 名

cname

oname

1/0

'I

I

型

char*

char*

サ イ ズ

8'0

80

備 考

ク ラ ス名 → 正 規 表 現

イジスタンス名 → 正 規 表 現

正 または0

-1

-2

-10

:削 除 さ れ た オブジェクト数

:ク ラス 名 の 正 規 表 現 が お か し い い

:イ ンスタンス名 の 正 規 表 現 が お か し い

:イ ンスタンス・丁一夕が お か し い

(正 規 表 現 で 使 え る の は

?と*の み)

一77一



実 行 例(画 面 内 容)

`皿4
1宅部・牢__

クラス名:◆

インス タンス名:

圃

.

s
e

`

一 一 品目■

asd5息寒8du順P

、

動 作 説 明(。bjd●lgte-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い 状 態)

・Objdeleteボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ表 示,

(内 容)ク ラ ス 名:

イ ン ス タ ン ス 名:

確 認

一78一
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実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。bjdel8te-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 後 、

ク ラ ス 名:apartment

イ ン ス タ ン ス 名:Oac

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る

「確 認 」 を ク リ ッ ク

ー79一



実 行 例(画 面 内 容)

■扉■湖 ■冒M愛ロ`詣■■■一ー ー一

建 築CAD用 拡 張 可能 デー タベー ス ・シス テム'

{dbexit Hobjcreate 】Ilink IIschupdate】

1

〕

.

【dbopen Hobjset 1【linkdel 】【OPloginit

【dbclose 】Iobjdelete 】【1inkdisp 】IOPlogdisp

dbinit 1【objse1 】

】

drawdiSP 1lobjsave

【objdisp

:'

;

号.一 一 〉-9'一}..一 一 　
一..　 一一
1・1簿 魏芸事窃毫で獄sS窓 輯重安‡迷謬織牽土瞬:ぶ難 Φ ▲objd81◎te白partmentOac
▲

◆

二

1斑 扇 ■鵠ぽ
asdsa駕6dump

1、

.

.

動 作 説 明(。bld61gte-3)

F

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ ゴ ー 表 示
'

"objdeleteapartmentOac"
.

.

=

P－重

一80一



実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。bjdglete--4)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 後 、

リ ン ク 名 称:wal1

ク ラ ス 名:Dacewl*

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ は 消 え る

「確 認 」 を ク リ ッ ク

一81一



実 そ『「イ列 (画 面 内 容)

|

■閲 ■【■砂,一 　　 　 一 一

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

.

【 dbexit 1lobjcreate】 【1ink Ilschupdate 】

7

　一

【 dbopen 11。bjset】 【 いnkde1 llOPloginit 】

【 dbclose 】Iobjdelete】 【1inkdisp HOPlogdisp 1

【 dbinit Hobjse1】

【 drawdisp ll。bjsave1

謂._

41

囲P■●諺■口-一 ■,一一ー 一 一

lobjdisp1

ち、" ....

,

=
」⇔

ll
皇objdelotg随11Dac㊨w1★

::盤Dae鯛11・、
ミ 特D8c-12

'欝Daee噌13
層

静D8C鯛14

'藝

言

`

■

.

P

=

■■`=3塾昏7-一 一一 一 ー一
旧L-'-一.
asds醜sd伽p

、

-

動 イ乍 書見 明(。bjdgl6 t8-5)

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に エ

"objdeletewall

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に

Dacewll

Dacew12

Dacew13

Dacew14

コ ー 表 示

Dacew1*"

'削 除 さ れ た オ ブ

.

¶

ジ ェ ク ト表 示

.

一82一



5.10オ ブ ジ ェ ク ト検 索 機 能

コ マ ン ド 名 禾ホ objse1

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

二

叩
イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

指 定 ク ラ ス の オ ブ ジ ェ ク トの 中 で 、 検 索 条 件 を 満 た す イ ン ス タ ン ス の

・オ ブ ジ ェ ク トID

・ オ ブ ジ ェ ク ト名

・対 象 変 数 値

を 表 示 す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

クラス 名

クラス 名 または リンク名

モ ー ド

検 索 条 件

サ イ ズ

0

0

9
一

(U

8

n6

8

備 考

(0:自 分 のクラス1:隣 のクラス2:リ ンク)

10ngco_objsel(cname,s_name,mode,cond)

引 数 名

cname

sname

mode

cond

1/0

I

I

I

1

型

char*

char*

short

char*

サ イ ズ

80

80

2

80

備 考

比 較 さ れ る 数 値 の 属 す る ク ラ ス

ク ラ ス 名 ま た は

0:自 分 の ク ラ ス

1:隣 の ク ラ ス

2:リ ン ク

検 索 条 件

リ ン ク 名

0ま たd正:検 索 結 果 の 数

一10:エ ラ ー
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、

実 行 例(画 面 内 容)

■■鴬 ■岨 五●工≡ ■一一

建 築CAD用 拡 張可 能 デ ー タベ ース ・シス テム

ldb・xit】 【 。bj・ ・eat・111ink】 【schupd。t。 】

【db。 ・・n∬ 。bjset】 【hnkd・1】r。P1。ginit】

Idb・1。se】 【 。bjd・1・t・ 】{1inkdi・pll。pl。gdi.p】

【dbinit】Iobjsel }

1【drawdisp】lobjsave

[objdisp】

劃⌒ 口 ■昌■
」・.ぷ

"　

●

,

:

…

1-

`

{

1

一.一 一 ー

一 一' ・.・-・.

療

朧 日巴_.■___.__一_垣 一 一-・ 一一一_一__'』

クラス名:、

クラス名 又 は リン ク名1

モー ド:

検 索条 件:

圃

1"o
■

.隔9罰■■ ■

ooso"勺 こ.」四Ψ

■

、

'

2

・

動 作 説 明(。bj8い 叶)
'

、

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

.・objselボ ・タ ン を ク リ ッ ク 奄

・

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ表 示
.

(内 容)ク ラ ス 名:・ 会

ク ラ ス 名 又 は リ ン ク 名 ピ
'

;モ ー ド: .
・'

、ふ

.'検 索 条 件 田 .、
L;

」
'., ,,・7

.∨

.

.

}
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実 行 例(画 面 内 容)

■反●口 口陛ぢh-i■ 望一一

建 築CAD用 拡 張可 能 デ ー タベ ース ・シ ス テム

ldbexit1【objcreatelllink】 【schupdate】

{db。pen1【

〔dbclose}lobjdelete】1

〔dbinit】 【objse1

〔drawdisp】Iobjsave

【objdisp

田端 一 コ口概

Oh
o

鴎 湿!・_■_

1

…

;

…
:

objset】11inkde11【oploginitl

linkdisp】 【oplogdispl

l

}

1

　.一 一 ._一 一

魁洞4,4=

一 ー ー一 　一.一 ー ー ー
ー

クラス名:「 。◎m

クラス名 又は リンク名:ap㏄t随nt

モー ド:1

検索条件:広 さ 〉馬

圃 6出 口 ■

曲 】04◇ 訊・WUピ

`

、

'

,

動 作 説 明(。bJ8el-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し 、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名:room

ク ラ ス 名 又 は リ ン ク 名:apartment

モ ー ド:1

検 索 条 件:広 さ>15

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ が 消 え る
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実 子〒 イ列 (画 面 内 容)

〔

1

〔

【

【

__一 ■i■吃

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム
.

A-一 ー －

roα"apartmgnt1夏 益>15

dbexit 1【objcreate】 【 1inkl【schupdatel

dbopen 】【 objset 】11inkdelHoploginit】

dbclose 1【objdeleteH 1inkdisp】IOPlogdisp】

1

】

1

LL・.L・ 層L..L'.

dbinit 】【 objse1

drawdisp objsavelI

'{一纏染.垣 陸 ■■麗

【 objdisp

一̀
.14⊆
▲

!
!

i
:

4

i
4

童

孝

麟 鞠 。ス名旋
垂 目 。め16・oo

●

　
一一 一■■■

-

asdsa亀5d迦P

、

.一.`

`

動'イ 乍 冒克 明 (ob 」8el-3)
,

「

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

``objselroomapartment

→ 検 索 結 果 が 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に 表 示 さ れ る 。
「

検 索 結 果

イ ンス ダ ン ス 名Oab

「

1広 さ>15日

広 さ16

F

、
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・

実 行 例(画 面 内 容)

"

.

、.

ψ

,

一一 ■遇■

建 築CAD用 拡張 可 能 デ ー タベ ース ・シ ステ ム

【dbexit】 【objcreate1【1ink

【dbopen

【dbclose

【dbinitIlobjse1

【drawdisp]【objsave】

【objdisp

蛾1一 遇ワ
"
A

:

1【schupda七e】

]{objsetHlinkde11【oploginitl

1【objdelete1【1inkdisp1【oplogdisp】

】

】

一 　 一
..・・.　

…鷹 巳醐 得,乎 、・・、・s㍊ 州3

一へ万一-一 亀一宏 一ー一 ■榎一 文■

クラス名:ap㏄t鵬nt

ク ラス名 又 は リン ク名:apart鵬nt

モー ド:0

検 束条 件:専 有面 積 〉弓

⑮

言

「

"■ 曜■■

・

■

へ

1

動 作 説 明(。bＬgel-4)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し 、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名:apartment

ク ラ ス 名 又 は リ ン ク 名:apartment

モ ー ド:0,

検 索 条 件:専 有 面 積>60

→ パ ラ メ 「 夕 入 力 ウ,イ ン ドウ が 消 え る
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実 行 例(画 面 内 容)

【

【

【

【

【

■■望i－ 句1四品≡ ■一■

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

一

、

dbexit 1【objcreate】1 1inkHschupdate】

dbopen 1【 objset 】【1inkdellloploginit】

dbclose 】【objdeletel【 1inkdisp】 【oplogdisp】

】

1

1

dbini七 1【
'objsel

dτawdisp H objsave

目口 虚閣一 一

【 objdisp

ポ.

..

.

.

《
■

4

,

li(腰 ンス名

‖'

=

隆響 碧醐 ■ 鵠 園田■-

asdsa亀sd"P

`

一一 －

apartmentapartw対nto】 緬 賃>60

⌒
63・U

動 イ乍 日克 明 (o bj8el-5)

・

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

``objselapartmentapartment

→ 検 索 結 果 が 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に 表 示 さ れ る 。

検 索 結 果

イ ン ス タ ン ス 名Oac 専有面積

0 専 有 面 積>60"

63.11

、

一88一



実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。bj8el-6)

パ ラ メ ー タ入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名=room

ク ラ ス名 又 は リ ン ク 名:4c

モ ー ド:2

検 索 条 件:広 さ>15.

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウが 消 え る

一89一



実 そ子 イ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

⊂=亘 旦=コ 。 」・・eat・ ⊂=工 ≡ 玉==〕 ・・up・t・
⊂==i匝=⊃ 〔==亟=⊃ ⊂===≡ 工三王コ 。P。ginit
⊂三亟 コ ・jeet・ ⊂工 〔 コ 。P。gi・p
⊂==唖=⊃ ⊂=三亟 工=⊃
rawiSPOJsave －

4

`

▲objselroom4c2

i・la#(検索結 果)

ロ イ ンス タンス名 広 さ

#ARac●116.00

A

dSaXsdump

■

ー
.

《

.

、

三

動 作 説 明(。bj881-7)
A

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

"objselroom4c2広 さ>15"

→検索結果が属性表示 ウィン ドウに表示 される。

検索結果
今

'イ ン ス タ ン ス 名ARace1広 さ16

'

4

、.

一90一
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5,11オ ブ ジ ェ ク トデ ー タ 定 義 機 能(そ の1)

コ マ ン ド 名 禾ホ objset

機

首旨

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

指 定 し た オ ブ ジ ェ ク トの デ ー タ を 定 義 す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

内 容

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

サ イ ズ

80

80

備 考

intco _objset1(c_name,o_name,v_str)

引数 名

cname

oname

vstr

1/0

1

1

0

型

char*

char*

VARIO*

サ イ ズ

80

80

4

止
用6 考

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

変 数 デ ー タ 構 造 体 へ の

ポ イ ン タ ー

0:正 常 終 了

一1:ク ラ ス 名 が お か し い

一2:イ ン ス タ ン ス 名 が お か し い

一10:イ ン ス タ ン ス デ ー タ が お か し い
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実 行 例(画 面 内 容)

-

.

, 圃
… 珍

匡
■`一 例 一一「■■■

asdsa亀sd㎝P

]

.

三

動 作 説 明(。bj88t-D

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に 何 も 表 示 さ れ て い な い)

・Objsetボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)ク ラ ス 名'=

イ ン ス タ ン ス 名:

確 認

.

哨

.

一92一



実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。bjset-2)

ク ラ ス 名 称"apartment"、 イ ン ス タ ン ス 名 称"Oac"を 入 力 後 、

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る

「確 認 」 を ク リ ッ ク

一93一



5.11オ ブ ジ ェ ク トデ ー タ 定 義 機 能(そ の2)

コ マ ン ド 名 禾ホ objset

機

倉旨

概

要

指 定 し た オ ブ ジ ェ ク トの デ ー タ を 定 義 す る 。

操

作

イ

ン

タ

フ

エ

1

ス

ボ

タ

ン

'、

s.」

キ

1

ボ

1

ド

内 容 サ イ ズ 備 考

萱=

言書

イ

ン

タ

フ

エ

1

ス

定義 intco_objset2(v_str)

引数 名 1/0 型 サ イ ズ 備 考

V _str 1 VARlO*一 4 変 数 デ ー タ 構 造 体 へ の

ポ イ ン タ ー

備

考

0:正 常 終 了

一1:登 録 が で き な い

一10:イ ン ス タ ン ス デ ー タ が お か し い
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実 そ〒 イ列 (画 面 内 容)

■盟 ■昌間 口一 ■ロ■

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

L、・一 －

u⇔'objset

◎

L.一・

へ

【dbexit )【 。bjcreaセe】 【 1inkj【schupdate)

【dbopen〕 【 。bjset〕{ 1inkdelHoploginit1

【dbclose 1Iobjdelete)1 1inkdisp}【oplogdisp1

【dbinitH 。bjsel}

{drawdisp】 【 objsave〕

【 objdisp】

田一 ■昌θ
く,

A

l̀

.

i
l..

職冨口熱㍊ 、照w

嶋,.,.一__一 ー 一.一____一 ±

物 件 番号: ◆

値段(円):

管理費(円):

専有面積(ln2):

ノV∫レコニー面 責:

間取 リ:

圃

一一 一.

apartm飽tOac

詩

三
■

動 イ乍 冒克 明 (obj get-3)

.

"objset

内 容

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

apartmentOac"

→ イ ン ス タ ン ス 変 数 設 定 ウ ィ ン ドウ 表 示

物 件 番 号:

値 段(円):

管 理 費(円):

専 有 面 積(㎡)=

・ バ ル コ ニ ー 面 積;

'.間 取 り:

'

.

、

P

∫

」

ψ

r.

.
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実 行 例(画 面 内 容)

一
ち■i■■

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

【dbexit】 【objcreate】{linkHschupdate1

{dbopen】Iobjseて 】{1inkde1〕 【oploginit】

{dbcloseIIobjdelete】11inkdisp】 【oplogdisp】

【dbinitIIobjsel1

【drawdispIIobjsavel

【 。bjdispl

刻一 ■■
1⇔■.　

一一・.・一 ー一

・w羽 ⇔

1㍗
apart鵬ntOac

`

陸-・ 【 一ーー 一..・ 一 遇■一

物 件 番 号:105

値 段(円):35,000,000

管 理 費(円)・15,000

専 有 面 積(m2):6341

バ ル コニ ー面 積:6・5?

間取 り:2ω ～

圃

、

三

動 作 説 明(。b」8et-4)

イ ン ス タ ン ス 変 数 を 下 記 の よ う に 設 定 して 「確 認 」 を ク リ ッ ク

物 件 番 号:105

値 段(円):35,000,000

管 理 費(円):15,000

専 有 面 積(㎡)=63.11

バ ル コ ニ ー 面 積:6.57

間 取 り:2LDK

→ イ ン ス タ ン ス 変 数 設 定 ウ ィ ン ドウ は 消 え る

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に 上 記 内 容 が 表 示 さ れ る

(変 数 名:左 ヅ メ 値:右 ヅ メ)
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宮

実 そ〒 イ列 (画 面 内 容)

エ
エ一 画 ぎ取口}一

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

OPloginit.

【dbexit 】【objcreate 1ink schupdaてe}

dbopen Hobjset 1inkdel 】

【dbclose 】【objdelete 1inkdisp 】【oPlogdisp}

【dbinit 1【objse1

drawdisp 【objsave

一

目
=

.

.

.

.

.

　

-

.

.

`

1

`

,.

/

.
、

ー.
凸.
.、

.

:

言
,

1

.

　

1

.

`

1

`

,

.

,

.

　

.

【objdisp】
－L「←一 一 　 一
図1願 鬼膨■cz-

.－L-...

く1

▲

.

.

　 一.
-一_・_一 一`≒ ▼一_.___..一..一 一一

.

づ噛 ぐレ

1

`

三〇bjsetapartmeロtOac
"物 件番 号105
1"値 段(円)35

,000,000
.8宅 畷(円)15/000

目翻 責(嘘)63.11

8/Vノ レコニ ー面 責6.57

目間取 リ2ω κ

■

「

o

嘘翻 闘曜
as(鱈a魯sdump

、

動 イ乍 冒克 明 (obJ86t-5)

一97一
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5.12オ ブ ジ ェ ク ト属 性 表 示 機 能

コ マ ン ド 名 称 objdisp

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ
ー

ス

備

考

指 定 され た オ ブ ジ ェ ク トの 各 変 数 値 を 表 示 す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

サ イ ズ

0

(U

8

8

備 考

intco_objdisp(c_name,oname)

引数 名

cname

oname

1/0

I

I

型

char*

char*

サ イ ズ

0

0

8

8

備 考

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

0:正 常 終 了SYSTEM

-1:ク ラス 名 が お か し い

一2:イ ンスタンス名 が お か し い

一10:イ ンスタンス・デ タが お か し い

AREAの 値 は 表 示 さ れ な い
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実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。bjdi8p-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に はPacの 物 件 が 表 示 さ れ て い る)

objdispボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)ク ラ ス 名:

イ ン ス タ ン ス名:

確 認

`
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実 行 例(画 面 内 容)

洋室

<

≡=

嶋 詞 一 ・■一 一一 一 一旬一一ー一 回 ー 一口一 一.一一ー

ク ラス名:ap訂t鷲nt

イ ンス タンス 名:Oac
◆

圃押入

三

匹
曝巨 　

椎 1口
>o±

台 所O■ 塵 聴1■ 舗 ■ ■-
asdsa亀sd伽P

`

×

馴

バルコニー

!-w

(zり

三

'
動 作 説 明(。bjdi8p-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し 、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名 称:apartment

イ ン ス タ ン ス 名 称=Oac

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ は 消 え る
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実 そテ イ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 データベース・システム

⊂=亘 亙=コ 。j・ ・e・t・ 〔===□ ≡==⊃scup・t・

⊂==亟 三=コ ⊂=三=コ ⊂工 亜 コ 。・ 。・i・it

⊂=≡ 三三 ⊃ 。jeet・ink・sp。P。9、 。p

⊂=⊆=コ ⊂==亟 工=⊃
rawisp「 一言bjsave1

4

`

▲
,

－
Atype-2LDK

②

▲objdispapartmentOac
.筒物件番号

8値 段(円)

目管理費(円)
日専窄面 積(嘘)
目ノ{」レコ二二ー荏癖責

篇間取 り

▲

dSaXsdump

、

10s

35,000,000

1S,OOO

63.11

6.57

2LDK

重カ イ乍 冒克 明 (objd'i8p-3)

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

"objdispapartmentOac方

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に 属 性 を 表 示

物 件 番 号

値段

管理費

専有面積

バル コニー面積

間取 り

105

35,000,000

15,000

63ぼ1

6.57

2LD .K

－101一



5.13形 状 表 示 機 能

コ マ ン ド 名 禾ホ drawdisp

機

能

概

要

指 定 され た 形 状 を 表 示 す る。

操

作

イ

ン

ポ

タ

ン

drawdisp ボ タ ン を ク リ ッ ク

夕 キ 内 容 サ イ ズ 備 考

フ 1

エ

ー

ス

司ミ

1

ド

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

80

80

'口 定義 intcodrawdisp(c_name,o_name)一

言三五ニ
回 目

イ 引数名 1/0 型 サ イ ズ

'

備 考

ン

タ cname 1 char* 80 ク ラ ス 名一

フ

エ oname 1 char* 80 イ ン ス タ ン ス 名

1

一

ス
、

二

備 0・ 正 常 終 了 一10:川 タ・ステータ が お か い'
7

--1:ク ラス 名 が お か し い

考 一2:イ ンスタンス名 が お か し い

一3:作 画 で き る インスタンスで は な い
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実 行 例(画 面 内 容)

.■ぼ虎■■』百工_.一_一__

建 築CAD用 拡張 可 能 デ ー タベ ー ス ・シス テム

dbexitllobjcreatelllink

dbopen】 【objset】 【1inkdel

dbclose】lobjdelete11

dbiniセ 】【objse1▲

drawdisp▲ 【objsave】

{objdispl

到話錆"とz－ 宮 」・'

1疋
i
lBtype-.3LDK

l
I

】{schupdate】
・】【 。P1。gini七}

1inkdisp】 【oplogdispl

・1Φ 二

1一 一'`

.覧 ■

洋室1

て

洋:

4

一 一 一=`'一 ■一 　 一 一 ‥
一 一___一.・ 一

クラス名: ◆

インスタンス名1

画

1

〉

O 支

1< 〔コ

浴室

o

9
〉
台所 匪一

聴 酬 硬 ■ば■淀 ■■

asdsaSsdump

=

㊦

`

へ

押入

居間 ・食堂

ぎ

和室

バルコニー

動 作 説 明(drawdi8p-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に はOabの 物 件 が 表 示 さ れ て い る)

・drawdisp'ボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

(内 容)ク ラ ス 名:・.

イ ン ス タ ン ス名=

卜

」

確 認
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実 ヂ〒 イ列 (画 面 内 容)

【

【

■性__一.一 ー一 一.一一__

建築CAD用 拡張可能 デー タベ ース ・システム

dbexitl【objcreate1【1inkl【schupdate】

【dbopen】 【objset】{linkdel】loploginit】

Idbclose】IobjdeleteHlinkdispl【oplogdisp】

ldbinit】 【objse1】

Iobjdisp】.

-"一 一 　 西
..一 一 ー ー 一'

drawdispl【objsavel

^1Φ

Btype-3LDK

{⇔ 二

器.

洋室1

℃

洋】

■■⊇z-. 一 一 　_一 … ・'一一ー ー 一 一.一

クラス名9:WU

インス タンス名:畑C鉗 駕

圃
⊥

η

〉

O 翼
lI

1< ヂ

る.._.,__一___"
、ユー ーーー ー 一 －

a3dsa亀sd伽p

`

、

〔]

瀧
o

9
〉
台所 匪一

押入

=

居間 ・食堂
塞

言

和室

バルコニー

⑥

動 作 説 明(drawdi8p-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ に 以 下 の 値 を 入 力 後 、 「確 言忍」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名:wall

イ ン ス タ ン ス 名:Dacewl

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る
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実 行 例(画 面 内 容)

…

1

ー

'

ー
器遠

江己

麿篤
(欧

亭亭

輩な

導豪

転語
、紫

萱持

遣
蔭ド
=

●ぱ●セ■醐1産 品■z■ロ■

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム A
ldbexit】lobjcreate】 【1inkHschupdate

ldbopen】 【objsetl【1inkde11【oPloginit

〔dbcloseNobjdelete】 【linkdispHoplogdisp

ldbinitl【objse1】

{drawdisp】 【objsave】

.【objdisp}　 　　　 　　　　
図 ロー 垣1「-

4`　 二-鍵"糖:...・▲
.

,

】

】

1

4.0
.

,

層

熔-=■ 一列L■-

drawdisp層allDac9冒1
ご

■

‥

e

■工●→■"■ 一
　 一 一 ー-・一一 －

asdsa駕sd岬

■

、

.
-

s

L
動 作 説 明(drawdigp-3).

.

.

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ .コー 表 示

"drawdispwallDacew1"

→ 図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に 壁Dacew1が 表 示 さ れ る

9

.

1

・

.
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実 行 例(画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

⊂=⊆=コ 。bjcre・t・Ptschup・ て・
⊂=一=コ ⊂=玉=コ 〔 巫 コ 。・ 。・init
⊂=亟=⊃ 【。bjd・1・t・1⊂エ ー コ 。・ 。・i・p
⊂==一=コ ⊂=亟 コ=コ
rawdiSPOJsave －

▲

クラ ス名:apartiment

インスタンス名=Oa～

… 1圃

・;

1蝸.一 一

llas(㎏aSsd岬

■

、

・ さ

,

.

.

三
㎡

-

動 作 説 明(drawdigp-4)"
,〉".

㌦

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名:apartment

イ ン ス タ ン ス 名:Oac

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン'ド ウ は 消 え』る ー`'

1

:
▼

'

,

・
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里美…そテ イ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

⊂=pm・x・t=⊃ 。 」・・eaセ ・ ⊂==二 三≡=コscup ate－ ojset ⊂=唖 コ=コ 。P oginit
⊂=亟 コ 。j・ ete 1nlsp opogdisp

init ojse1

raw isp【 。bjsave】

ojisp

才

'
－

Atype-.2LDK

②

▲dra、Ktispapar`tmentOac

`
ワ

aXsd迦P

へ

重力 イ乍 冒克 明 (drawd|8p-5)

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

"drawdispapartment .Oac"
1

→ 図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に物 件Oacが 表 示 さ れ る
〉
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実 行 例(画 面 内 容)

`川 」

{dbclose

〔dbinit】 【

〔drawdisp|1

盟|蔭.一 一冶一 ー
ぜl

i

iAtyper2LDK

嵩

」1

】lobjdeleteH

objsell

objsave】

【objdisp1

」`v」 ∨v5ふ4、j

linkdisp】roplogdispl

'.一

Φ …
.

　 　一

・

;

屠

零

.一

洋室

て
<

〉

記 ■ 一● 『■た 職 工'」m■ ■ エ■ ●■ 亀W● 一一　 .『」'

クラス名:r。 。m

インス タンス名:輪C鴫

圃

押入

一 和妄 1ロ.
'〉

台所 匪一

馴

o
-

asdsa匙sd伽P

l

、

17両 三=

き

、,

②

動 作 説 明(drawdigp-6)

,

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

ク ラ ス 名=room.
.

イ ン ス タ ン ス 名:ARacel

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ イ ン ドう は 消 え る
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実 行 例(画 面 内 容)

踵 出品褒

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム .
ldbexit】lobjcrea七elllink】 【schupda七el

ldbopen】{objset}11inkdell【oploginitl

dbcloseHobjdelete|〔linkdispNoplogdisp】

dbini七 】{objse1}

〔drawdisp1【objsave)

【objdisp}

.9.i..'》

‖

二dr8吋isp

ii.

.

　

1留目一 口温覚

▲"
,

,

i

i

:

i
i

:

:

…

.

1

|

;
`

…

`

押入
層

__和 室

.
「■.

.

F

ギ翠

萬驚

扇軽

輩
孕㌔♪

訊M

凝.
.
層、

掌
.

三.、

濫 ..

㌧「

∵. .」
ドー,.
ド.
-・

3

,「

`

「

■ 一」_■ ■巧L■_._-

r◎(mARaco1

7

c
i._,一.,__〔 一■ …灘

連■剛 ●百目一■

asdsa亀sdump

、

.

.

動 作 説 明(drawdi8p-7)
.

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示 ,

"drawdis
proomARace1"

→ 図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に 部 屋ARace1が 表 示 さ れ る

、

.
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5.14リ ン ク 生 成 機 能

コ マ ン ド 名 称 1ink

機

有色

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ
ー

ス

備

考

2つ の オ ブ ジ ェ ク トの リ ン ク 付 け を 行 う 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

親 オブジェクトのクラス名

親 オブジェクトのインスタンス 名

子 オブジェクトのクラス名

子 オブジェクトのインスタンス 名

リ ン ク 名

サ イ ズ

0

0

0

0

0

n6

8

8

8

8

備 考

intco_link(pc_name,po_name,cc_name.co name. 1_name)

引数名

pc_name

PO_name

ccname

coname

lname

1/0

I

I

I

I

I

型

char*

char*

char*

char*

char*

サ イ ズ

80

80

80

80

80

備 考

親 オうジェクトのクラス名

親 オブジェクトのインスタンス 名

子 オブジェクトのクラス名

子 オブジェクトのインスタンス 名

リ ン ク 名

1:新 リンクの生 成(正 常 終 了)

0:旧 りンクへの 接 続(正 常 終 了)

-1:親 オ聾 エクト・クラス名 柚 かい、

-2:親 オうジェクトのインスタンス 名 勒 かしい

一3:子 オブジェクト・クラス名 鞠 かしい

一4:子 オうジェクトのインスタンス 名 汕 かしい

一5:リ ンク 名,5お かしい

一10:
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一

実 ヂ〒 イ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

⊂=亘亘=コ 。J・ ・eatescupate
⊂=≡ 三 三=⊃ 〔==⊇亟 工=⊃ ⊂=一=コ 。・ 。・…t
⊂=±=⊃ 。bＬeeて ・md・sp。P。gdisp
⊂=亘玉三重三=コ ⊂=亟 コ=コ
rawlspojsave －

4

親オブジェクトのクラス名 ▲

親オブジェク トのインスタンス名:

子オブ ジェク トの クラス名

子 オブジェク トのインスタンス名:

リン ク名

画

重カ イ乍 盲見 明 (link-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は 何 も表 示 さ れ て い な い

・linkボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ 表 示

内容 親 オ ブ ジ ェ ク トの ク ラ ス 名:

親 オ ブ ジ ェ ク トの イ ン ス タ ン ス名:

子 オ ブ ジ ェ ク トの ク ラ ス 名:

子 オ ブ ジ ェ ク トの イ ン ス タ ン ス 名 ・=

リ ン ク 名=

確 認
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実 行 例(画 面 内 容)

■盟.一.一一
建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

【db・xitl【 。bj・ ・e・t・ 】【linkHschupd。t。 】

【db。P・nll。bjset】11inkd・1】 【 。P1。ginitl

【db・1。se】 【 。b・d・1・t・ 】【1i・kdi・p】 【 。。1。gdi。p】

【dbinitIIobjsell

1

.-
e-一 一 　 一

{drawdisp1【objsave】

【objdisp

周 縁5虚 写■望_

`ぐ,

|

"⇔`1き
◆

言

_■ .
燥 蟹目___一__一__一 一

親 オブジェク トの クラス名:8prt刷t

親 オブジェクトのインスタンス名=Oac

子 オブジェク トのクラス名:apゴ 。m

子オ ブジェク トのインスタンス名=D1Ueg1

リンク名=(弓

圃 、

動 作 賃克 明(日nk-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 し、 「確 認 」'を ク リ ッ ク

親 オ ブ ジ ェ ク トの ク ラ ス 名:apartment

親 オ ブ ジ ェ ク トの イ ン ス タ ン ス 名=Oac

子 オ ブ ジ ェ ク トの ク ラ ス 名:aPrform

子 オ ブ ジ ェ ク トの イ ン ス タ ン ス 名 』=DRace1

リ ン ク 名:C3

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る
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実 そテ{列 (画 面 内 容)

一一.・ ・一字 一 　
一 」L■ロ

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

,

.

】

1

】

▼ 「-・一ー ー 一'一`セ
一 一 ■口 ■忌屋■『白■

【dbexit 】Iobjcreate】 【1ink]【schupdate

【dbopen 〕{objseセ 】【.1inkde1】 【oploginit

{dbclose 1{objdelete】 【1inkdisp】 【oplogdisp

【dbinit }【objsel1

{drawdisp }1。bjsave1

日li-■ ■.
lobjdispl

(,

9

apartmentOac

ap-formDRacelC3

縛Oac'C3'DR白cel
P

ひ

'

.

o

X■.-』_■ 一
'-
as《姪或sd伽P

日

へ

動 イ乍 説 明(link-3)

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に エ コ ー 表 示

・"linkapartmentOacap-formDRace1

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に リ ン ク 内 容 表 示

Oac-C3-DRace1

C3"

.
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5.15リ ン ク 削 除 機 能

コ マ ン ド 名 称 linkdel

機

能

概

要

正 規 表 現 で 指 定 さ れ た リ ン ク か ら 、 正 規 表 現 で 指 定 さ れ た 、 子 オ ブ ジ ェ ク ト

を は ず す 。

操

作

イ

ボ

タ

ン

ボ タ ン を ク リ ッ ク

ン

タ キ 内 容 サ イ ズ 備 考

フ

エ

1

ボ リ ン ク 名 80 正規表現 も可能

1 1 ク ラ ス 名 80 正規表現 も可能

ス ド イ ン ス タ ン ス 名 80 正規表現 も可能

量一 定義 intcolinkdel(1_name,c_name,o_name)一

口 口

イ 引数名 1/0 型 サ イ ズ 備 考

ン

タ 1name 1 char* 80 リ ン ク名(正 規 表 現)一

フ

ェ cname 1 char* 80 ク ラ ス名(正 規 表 現)
一

ー

ス oname 1 char* 80 イツ ス タ ン ス 名(正 規 表 現)
一

'

備
考

正 または0
-1

-2

-3

-10 霧ll鱗1織 しい
正 規 表 現 で 使 用 で き る の は*と?の み
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実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(linkdg‥D

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は何 も 表 示 さ れ て い な い)

・linkdelボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ表 示

(内 容)リ ン ク 名=

ク ラ ス 名:

イ ン ス タ ン ス 名=
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実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(linkd81-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ に 以 下 の 値 を 入 力 し、 「確 認 」 を ク リ ッ ク

リ ン ク 名:C3

ク ラ ス 名:ap_form

イ ン ス タ ン ス 名:DRace1

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ は 消 え る
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実 行 例(画 面 内 容)

1

【

【

【

【

■【●陀■噛巨羽a■■9咳冨己"

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

P

.
一 一 ■ 巳■ 一 －

C3
一

dbexit】 【objcreateIIlink】 【schupdate 】

1dbopenHobjsetHlinkdell【oploginit

dbclose】 【objdelete】 【linkdisp】 【oplogdisp 】

dbinit1【objse1】

drawdispHobjsavel

Iobjdispl
－L"≡ 」 　　.一 ・

巴 ロ ㌘=遠 【■ 口 ち,ち'

(レコ巨 蹴.

1

萎簿

豪彊

c.茎

葉毒

言ご
7己雲

譲こ

;

蒙曇

■
1婁蓑

s垂

髪纂

§i菱

:蓑

江漠

i
e

-

`

elinkd61ap,foτrmDRac91

目DMc・1に は,リ ン クが 張 られて 『、ませ ん.

7

■.,.=、.べ、____
唱一 ■巳 ・冨≡■ ■

asdsa竃sd顕np

、

.

動 作 説 明(linkdel-3)
,

＼

→属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー表 示
'

"1inkdelC3ap -formDRace1"

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ド ウ に リ ン ク 内 容 表 示
.

"DRacelに は リ ン ク が 張 ら れ て い ま せ ん"

,
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5.16リ ン ク 表 示 機 能

コ マ ン ド 名 禾ホ linkdisp

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

一
語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

指 定 さ れ た オ ブ ジ ェ ク ト の リ ン ク 状 態 を 表 示 す る 。

ボ

タ

ン

ー

キ

ー

ボ

ー

ド

linkdisp

内 容 サ イ ズ

ク ラ ス 名80

イ ン ス タ ン ス 名80

ボ タ ン を ク リ ッ ク

備 考

定 義int

引 数 名

cname

oname

co _linkdis.P(c_name,o_name)

1/0型 サ イ ズ

Ichar*80

1char*80

備 考

ク ラ ス 名

イ ン ス タ ン ス 名

0:正 常 終 了

一1:ク ラス 名6お かLV

-2:イ ンスタンス名tiお かい、

一10:

-15:イ ンスタンス・;一 夕箏おかしい
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実 行 例(画 面 内 容)

■民望 一一…■』 一一 ■・

建 築CAD用 拡 張可 能 デー タベー ス ・シス テム

【dbexitHobjcreate】 【

ldbopen】 【objset1【1inkdel

ldbclosel【objdelete】 【1inkdisp

{dbinit}{objsell

ldrawdisp}【objsave〕

【objdisp}

図一 一 己■
4`● 諺醇奪紘浴ち㌶齢1二」:ち・
A

l腔鵠 厨

.

1ink】Ischupda七e1

】IOPloginitl

】IOPlogdispI

.一___"自一ーー一.■.一 ーー

クラス名:.

インスタンス名:

圃

A-一 一 一

皇

・_■一___.一 一

蘂
階 ・5.亘i≡■一 一一■ ¶■■

asdsa亀8d伽P

`

、

動 作 説 明(linkdi8p-D

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

・linkdispボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ表 示 ,

(内 容)ク ラ ス 名:

イ ン ス タ ン ス 名=

、

確 認
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実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(linkdi8p-2)

パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ドウ に 以 下 の 値 を 入 力 後 、

ク ラ ス 名:apartment

イ ン ス タ ン ス 名:Oac

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ は 消 え る

「確 認 」 を ク リ ッ ク
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実 そ予 イ列 (画 面 内 容)

■一 ・_一一■巳■口■

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

〔

dbexit llobjcreate】 【linkl【schupdate 】

」

一 ー 一 一

dbopen 】【objse七1【1inkdelI【oploginit 】

dbclose 】】【objdele七eHlinkdisp】 【oplogdisp

dbinit
..

】【 。bjselI

drawdisp 1【objsaveI

一..一..　 ._一

到M方碩8i娑 凌 冶■口
■,

【objdispl.,

・ ■Φ

,

.

9

9

:

3

s
瀬

巳..=、

s
s奈

義溶
融
:s
ぶ.

s
ぶ・叢

鉄:芯

麟

巳・..=

o

慢

■

11ロkdlspεpart旭 ロtOac.し
鈴Xa-C2-0息c

rミ↓IOw'C3-DRaegl
P

二u◆

,

:

:

5

"...』^=一台一 目■■ ■
一　

asd馳Ssd迦p

,

、

」

動 イ乍 官免 明(linkdigp-3) 9

「

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に リ ン ク 内 容 表 示

Ma-C2-Oac

Oac-C3-DRace|

.

,'

、
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5,17ス キ ー マ 更 新 機 能

コ マ ン ド 名 称 schupdate

機

能

概

要

指 定 さ れ た ス キ ー マ フ ァ イ ル よ り新 し い ス キ ー マ を 生 成 し

modeに よ っ て 、 全 イ ン ス タ ン ス の 再 構 築 を 行 う 。

ボ

タ

操

作 schUPdate ボ タ ン を ク リ ッ ク

1L
ノ
1

イ ン

ン

タ キ 内 容 サ イ ズ 備 考

フ

エ

1

司 ミ フ ァ イ ル 名 80

1 1 再 構 築 モ ー ド 2 イ ン ス タ ン ス の 再 構 築 モ ー ド

ス ド 0:し な い

1:す る

言口 定義 intco _schupdate(filename,mode')

きrヨ三
口 口

イ 引数名 1/0 型 サ イ ズ 備 考

ン

タ filename 1 char* 80 フ ァ イ ル 名

フ

エ mode 1 short* 2 イ ン ス タ ン ス の 再 構 築 モ ー ド

1 0:し な い

ス 1:す る

備 0:正 常 終 了

一10:ス キ ー マ ・ フ ァ イ ル に ミ ス が あ る

考 一11:ス キ ー マ が 重 複 す る
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実 行 例(画 面 内 容)
.

・

●■5■芭一.、庁一・.口■㌘ ■門n■

建 築CAD用 拡 張 可能 デ ー タベ ース ・シス テム

{dbexit】 【objcreate】 【 ▲ink

〔dbopen】 【objsetHlinkde1

{dbclose】 【objdelete】I

ldbinitl【objse1】

【d・awdispl【 。bj・av・ 】

図一 ■ロ
41・.
`

,

1【schupdate】

1【OPloginit

linkdisp】 【oplogdisp;

【objdisp】 、

」..、.、、....,..,......,........1⇔

:

輪 麩一襲 ■ 己西●m・ 一望 一　.一　 亘一 一.一 一・■一■■-一 一 一.一一一.

フ ァイル名:▲

再 構築 モ ー ド:

ぺ⑮

}

,一.`--一 一 「..

二

で.謬

筆晶

‖
'』..』マ・一 ー ー一罰■珂■■■

一 ー一－

superroot

耐 油ercbar[24]名 称

㎜erchar[100】 住 所

meI吻rshort多 ξ輯三(醒)

㎜ 】r8h。rt築 年(月)欝1-12

時ぬrfloat叙 迄 の距離(而)儲

鵬心rchar[4】 駐車 場 の有 無8"有"or"無o

目

肖

scbe旭apart怖nt均 勿件 クラス

superroot

噺 噛rchar[12〕 物件 番 号 拶

囎曲erclong値 段(円)ロ

memberclong管 里費(円)筒

}崩rf1。at専 有面 積(嘘)R

砕 .、
層
只.,
、

3

F

　

動 作 説 明(schUPdate-1)

,

(図 形 表 示 ウ ィ ン ド ウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

(shellは ス キ ー マ フ ァ イ ル を エ デ ィ タ で 開 い た 状 態)

・schupdateボ タ ン ク リ ッ ク

→ パ ラ メ ー タ 入 力 ウ ィ ン ド ウ表 示
.

(内 容)フ ァ イ ル 名:.

再 構 築 モ ー ド:
ノ

確 認
.

.

1
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実 そ『「イ列 (画 面 内 容)

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

⊂==唖=コ 。 Jcreate scupate－ ojset ⊂=一 コ 。P oginit
⊂=⌒ コ 。j・ ete in iSp

ひ
OPO918P

init －コ
rawlsp Iobjsavel

ojisp

▲

旧 フ ァイ ル名:schg噛'

1

再構築モー ド:1 ▲

⊂画 ぺ
・

'.ト㌔'.

藁¶ 吉
..　 　-.一 ー 一一 ー 一

旧宗_一 　 冒■=一

superroot

{rc㎞[24]名 称
㎜erc㎞ 【100]住 所

噺 曲rsh。 口 薬年(西 暦)

i ㎜ 民rsh。rt築 年(月)曽 仁12

ε
閥幽rf1◎at駅 迄の距離(司6

S

亭..
中事

怖 物rchart4】 駐_曽"有"。r'無'

「
.-

「
.P

:
sche随apartmwnt欝 物 件 クラス

葦 5uperr◎ot
斜

{rc}凶r〔12]物 件番 号 ・

葦 耐 迦rc1。D9値 段(円)旬
㌻ 噺眠rc1。ng管 理費(円)目

日 ヨト頑rf1◎at緬 責(而2)髄

三
. A

動 作 説 明(8chupdat●-2)

.

フ ァ イ ル 名=schema

再 ・構 築 モ ー ド:1

,

.

P

.

.
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.

1

.

実 行 例(画 面 内 容) 層

.A.一.・.一 ・　　
・ ■L匂ロフ ー 一 ■■弓遺ロー

建築CAD用 拡張可能 データベース ・システム

【dbexit】 :objcrea七e】 1ink 1【schupdate D

}

】
1 ldbopenI :objset1 linkde1 110Ploginit

【dbclo日el :objdelete▲ 1inkdisp 1【OPlogdisp

【dbinit
F
objsell'

〔drawdisp1
「
objsave}

.

..

i.
.7

シ

右

寄

objdispl

{・.'一 ¶._一 一

口11亘 り瞭 叱 ロー 一

ぐ1.
`

:

i

`

…

:

;

…

ぺ

■

・

.

「

・一一.

萱{"^schupdat㊨scbgmaO

特デ ー タベ ース を再構 築 中で す_

曽終 了 しま した.

■

o
ui...._コ▼_..
ll鵬諸 凹1`.`

gup●rpoot

鵬mberc㎞[24】 名 称

鵬 ㎎erchar[100]住 所

随 噛r6hort顯 三(西尾雪)

㎜ 恒rgh。rt築 年(月)`1-12

memberfloat駅 迄 の 距離(m)[1

愉 民rc㎞ 臼 〕 駐 ,_8"有"。r'無"

目

目

sche喧apart踊nt筒 物 件 クラス

superr◎ ◎t

鵬心rc㎞[12】 物 件番 号 欝

鵬心erc1。 。9値 段(円)曽

memberclong管 理 費(円)8

}屹rf1◎at専 有 面積(嘘)[1

　

.

動 作 説 明(gchupdat8-3)

,

.

.

7

P
.

、

P
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5.18操 作 履 歴 初 期 化 機 能

コ マ ン ド 名 称 OPlognt

機

能

概

要

ロ グ フ ァ イ ル を 初 期 化 す る 。

(.bakに 元 の ロ グ の 名 前 を 変 更 す る)

操 ボ

作 夕 oploginit ボ タ ン を ク リ ッ ク

㌧ 」イ ン

ン

タ キ 内 容 サ イ ズ 備 考

フ 1

エ

ー

ボ

1

な し

ス ド

昔一 定義 intco_oploginit()

きrご症
口口

イ 引数名 1/0 型 サ イ ズ 備 考

ン

タ な し

フ

エ

ー

ス

備 0:正 常 終 了

一10:失 敗

考
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実 行 例(画 面 内 容)

動 作 説 明(。pl。ginlt・-1)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

・oploginitボ タ ン ク リ ッ ク

→ 確 認 ウ ィ ン ドウ表 示

(内 容)ロ グ フ ァイ ル を イ ニ シ ャ ラ イ ズ し ま す

確 認 取 り消 し

一127一
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三実 …そテ イ列 (画 面 内 容)

,

】

】

1

一一

.一.一

.

"

岬

〉

ーー

ー…
認
-
、

etadPUhCS11
t(-n・1901PO

川

PS.-dgOlPOH

ゆ鯨・顛離口融職■.霊滋輝治

kn・11

ledkn.-1

PS.ldkn・11

エぷ心

ムテスシ
・

.

ス
ー
ペタ

11etaerC.Jb

HteS.JbO

Heteled.Jb

11e8.JbO
】eVaS.-▼bO

lPS.-d.JbO

－
デ能一蜘一用D－A－C橿
OHt・-Xebd

HnePObd

O
HeSOlCbd
Ht・-n・-bd

HPS・-dWard

【

1一　■面

…

欝

・

■

(
【

ー

ー

{

図

L

・
…
…

「

動 作 説 明(。pl。ginit-2)

確 認 ウ ィ ン ドウ の 「確 認 」 ボ タ ン ク リ ッ ク

→ 確 認 ウ ィ ン ドウ は 消 え る

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー 表 示

"oploginit"

・

L

.

.

.
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5.19操 作 履 歴 表 示 機 能

こコ マ ン ド 名 称 oplogdisp

機

能

概

要

操

作

イ

ン

タ

フ

ェ
ー

ス

言

語

イ

ン

タ

フ

ェ

ー

ス

備

考

ロ グ フ ァ イ ル の 内 容 を 表 示 す る 。

ボ

タ

ン

キ

ー

ボ

ー

ド

定義

oplogdisp ボ タ ン を ク リ ッ ク

内 容

な し

サ イ ズ 備 考

intco _oplogdisp()

引数 名

な し

1/0 型 サ イ ズ 備 考

0:正 常 終 了

一10:失 敗
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実 子『『イ列 (画 面 内 容)

■■ぽ ■、一・・一 一

建築CAD用 拡張可能 デー タベース ・システム

1 dbexit 】【objcreateH link】lschupdate 〕

{ dbopen llobj8et 】【linkdelN。P1。ginitl

〔 dbclose HobjdeleteII 1inkdispl【oplogdispI

〔 dbinit i【objsel 1

1 drawdisp 】【objsave 】

【objdisp 1

晒一 抱毘■蒲
・一一 ー 一.

41 ・ち《・㌔言● 蘂S診 療 稔S亮.・ ㌘.・・,.響

薯

謝 ε惣18P
。

s 尉(検索結果)
蕃醤 インスタンス名 専有面積
蓬:目Oab63.11

s ob戊set
章 11nk

S8。ac-c3一 輪 ・・1
彩 d]binlt
1inkdo1
…莞6DMc・1に は,リ ンクが張られていません ・

.OP1。gd15P

■

e

.

._i`.____一
一

■

asdsa駕sd切np

'・、.

、

㌦

呉..
」」・
」・
ヒ

`

重カ イ乍 曽克 明 (OP logdl8P)

(図 形 表 示 ウ ィ ン ドウ に
一は 何 も 表 示 さ れ て い な い)

・OP{ogdisp ボ タ ン ク リ ッ ク

→ 属 性 表 示 ウ ィ ン ドウ に エ コ ー

"oplogdisp"

→属性表示ウ ィン ドウにログの内容表示
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6.今 後の課題 と展望

本委託 作業において 目標 とした各実現機能毎 に現状 と今後の課題 を示す。

(1)形 状デ ータと属性データの統合管理機能

・ モデ リング能力の拡充

・ 多彩 な検索機能の追加

(2)階 層的デ ータベース構造の拡張機能

・ スキーマ言語記述 における 「入 れ子表現」の実現

(3)建 築 レイアウ ト図の表示機能

・ 操作性の向上

・ グラフィカルなスキーマ編集操作の実現

その他、今後の共通的な課題 としては、以下のよ うな項 目が想 定 され る。

(1)実 用的なDBMSが 具備す る機能の追加。

・ 処理速度の向上

・ メモ リー効率の向上

・ バ ージ ョン管理機能の実現

・ スキ ーマ
、 リンク単位 のセキ ュ リテ ィ管理機能の実現

・ リンクが容易にた どれ るよ うなブラウザの実現

(2)デ ータベース周辺要素技術の進展への対応

・ マルチメデ ィア化に対応可能なモデ リング能力の拡充

・ 分散化環境への適合

・ 建築分野以外への拡張適用

本委託開発にお いて は、建築CADを 利用分野 と して想定 したが、今 回実現 した機能群

は、 建築CAD特 有の もので はな く、広 く、エ ンジニア リングあ るいはオフ ィス ・オー ト

メー シ ョン用のデ ータベースの基盤技術 となる ものであ る。

また、近年話題 にな ってい る拡張可能デ ータベースやオブジ ェク ト指 向デ ータベースの

開発基盤 と して利用が期待 される。
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禁 無 断 車云載

財 団法人 デ ータベー ス振 興 セ ン ター

東 京都 港区 浜松町二 丁 目4番1号

世 界貿 易セ ンター ビル7階

TELO3-3459-8581

三菱 電機 株式 会社

東 京都千 代 田区丸 の内2丁 目2番3号

TELO3-3218-2111

菱電印刷株式会社

神奈川県鎌倉市常盤58番 地
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